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f未来の学習教材読み書きの庫害/ディスレクシアがあ15人々のためにJ

より抜粋

スクェーデン・ハンディキャップ・インスティチコート
スクェーデン・ディスレタシア脇会 (FMLS)2002年

著者:トーノルど.ョーン・ υンドグレン
編者:パーブロ・オールポム



トールビョーン・リンドグレン氏のプロフィール

著述家。自身もディスレクシアである。ディスレクシアに関する論文、著書、パンフレット、小

説を書いており、また、「印刷された世界へのアクセスJプロジェクトのリーダーの一人である。

特殊教育のための教材

1 990年代の初期から、スウェーデ、ン語でSIH(スウェーデ、ン国立障害児教育研究所)として

知られる学校の障害者問題に関する研究所が、様々な障害がある児童や青年のための特殊教育教

材の開発、製作及び販売を担当してきた。 SIHの活動には、出版社が製作した教材の改良と、 SIH

独自の教材開発、製作、宣伝、及び販売活動があり、教材の開発は、イェーテボリ、ウーレブロ、

ソルナ(ストックホルム)とウーメオにある研究所の教材部で行われている。データベタゴーゲ

ン(Datapedagogen)と呼ばれる部では、研究所が販売するコンビュータープログラムのユーザー

サポートを行っており、更に重要な仕事として、出版社や個々の制作者に対して製作をサポート

したり、市場に適した教材に関する情報を提供したりしている。

SIHは、特殊教育に対する特別な責任を負い、視覚障害や全般的な学習障害、また身体障害があ

る生徒や、聴覚障害がある生徒のための教材を製作していた。例えば、テープに録音した教材(録

音図書)が視覚障害者のために製作され、それには、写真や絵の口頭による説明や、テープを変

える際の分かりやすい指示なと、が入っていた。このようにSIHは、当初は読み書きの障害/ディ

スレクシアがある生徒を対象としていなかったが、 1990年代の終わりにかけて、ディスレク

シアの人にも以前録音した教材を提供するよう、一時的に依頼され、それ以降、この一時的な解

決方法が、もっとよい代わりの方法がないので、続けられていた。

SIHは2001年7月で廃止され、 SIT(スウェーデ、ン特殊教育学会)に取って代わられた。 SIT

もまた読み書きの障害/ディスレクシアがある生徒を担当することになった。しかし SITは教材

の製作は行わないため、教材と福祉機器に関する特別調査委員会が報告書を提出するまで、問題

は解決されないまま残されてしまった。

スウェーデ、ンのSIH(SITではない)とノルウェーのLSは共同で、学校をあらゆる人にとってア

クセシブルにするために教材開発のガイドラインを作成した。この努力は、 2つの文書に結実し

た。一つは、よい教材製作全般に関する文書で、もう一つは(写真参照)各ユーザーグループの

特性を扱った文書である。

SITへの移行期間中、 SIHは、ノルウェーの協力団体である、 LS(ラエリングッスントレット)

との、「障害者のための教材開発ガイドライン」に関する共同プロジ、エクトに取り組んだ。この

協力活動の一部として、 FMLAに関わりのある人の中から、読み書きの障害/ディスレクシアの

知識を持つ専門家が選ばれた。
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読みやすい図書

1 968年、スウェーデン学校教育庁の前身である so(スコールーベルステイルッスン)によ

り試験的なプログラムが始められ、様々な出版社との協力により読みやすい図書が出版された。

特に、スウェーデ、ン知的障害者協会 (FUB)が、分かりやすいニュースのニーズ、を指摘してから

は、学習障害者やその他の読みの問題を抱えるグループに対してニュースを提供する条件に関す

る調査が、 1984年、全国録音新聞委員会に依頼された。そしてはページJという新聞の第

一号が発行され、 3年後には、これを定期的に発行していくことが決定された。 8ページの発行

を担当する LL財団が結成され、読みやすい図書の出版は、 soから LL財団へと移行された。 1

99 1年の春にはLL財団はLL-フーロゲッツという独自の出版社を設立し、 ELLENという雑誌

を使った図書の通信販売も始めた。 1997年に、 LL財団は読みやすい図書センターと言う名

称を使い始め、読みやすい資料を製作するという考えに基づ、いて活動している。

読みやすい、という概念は、内容が具体的で筋が簡単な文章を基本としている。登場人物や場所

の設定が少なく、一般に一連の出来事が時間を追って描写され、フラッシュパックや先に飛んで

しまうことがない。文章もまた具体的でなければならない。長い、一般的でない単語は避けなけ

ればならない。例えば、 rrefectory (食事室)J という言葉の代わりに、 rcafe (カフェ)J という

言葉を使う。抽象的な概念や、 2つ以上の解釈がある表現は、読みの障害がある人々には難しい

と考えられる。"He is a big actor. (彼はビッグな俳優である。)“という文は、その俳優の体が大

きいのだと取られてしまう可能性があるし、「お金をどぶに捨てるJという比喰的な表現が、文

字通りの意味に解釈されてしまうかもしれない。また、能動態(r彼らは2人の若者を雇った。J)

の方が、受動態(r2人の若者が雇われた。Jよりも好まれる。この他、同義語は避けて、文章中

の同じ事柄は、一貫して同じ単語を使って表すのがよい。

LL-フーロゲ、ツツ出版社では、多くの読者がピリオドやカンマのような句読点を区別するのが苦

手なため、一般に右マージンが不均等な、フリースタイルの印刷形式を普段使っている。読みや

すい文章では、できるだけ従節を少なくするべきで、従節を挿入することは絶対に避けるべきで

ある。この他、適切な、十分な余白を取ったレイアウトと、文章の内容を意識的にサポートする

方法で、絵や写真を利用することも重要である。

読みやすい図書センターはまた、ディスレクシアなど、読みの障害がある人々を対象とした図書

の製作も担当している。この活動は、同じ基本概念に基づ、いて行われているが、他のグループを

対象とするときよりも、知的レベルが高い図書が製作されている。しかし、センターでは学習教

材は製作していない。

録音図書
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スウェーデン国立録音点字図書館 (TPB)はスウェーデンの視覚障害者による政治的な活動の結

果設立された。スウェーデンの視覚障害者のニーズを満たすために、視覚障害者の協会 (DBF)

が1950年代に図書館を開設し、そこで録音図書を製作したのが始まりである。 DBFはその後

197 5年にスウェーデン視覚障害者協会 (SRF)となり、 1980年にTPBが組織されたとき、

図書館は国の施設となった。スウェーデンの著作権侵害に関する法律、 URL~ 17セクション2
によれば、 TPBは、「朗読或いは他の音声録音からのダビングによる音声の録音を通じて、文字

で書かれた形式の作品を利用することができない視覚障害その他の障害がある人々に貸し出すた

め、出版された文献のコピーを製作する権利があるJと定められている。政府はこのような録音
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図書の製作を認める許可証を発行する。 TPBでは録音図書の貸し出しは行われるが、販売はされ

ていない。 TPBの他にも、スウェーデン特殊教育研究所もまた、録音図書を製作する権利を持っ

ているが、録音方法は、視覚障害者のニーズに即している。このことは、作品が脚色されておら

ず、書き言葉のニュアンスを保った方法で朗読されていることを意味する。絵や写真その他の図

も詳しく説明されている。

SRFの活動が成功を収めたことは、視覚障害者だけでなく、その他の読みの障害がある人々に

とっても多くのことを意味した。 1980年代の初め、 TPBの図書館は、録音図書の貸し出しを

拡大するよう指示を受けた。この時、視覚障害者以外の読みの障害がある人々にも、録音図書を

利用する権利が正式に与えられた。しかし、 1990年代半ばになっても、 FMLSはTPBと共同

で、読み書きの障害がある人々が実際に録音図書を利用できるよう保証するために活動を続け

ていた。なぜなら、スウェーデ、ンの図書館司書全てが、これをはっきりと認めているわけではな

かったからである。 1996年と 97年の全国的なディスレクシアキャンペーンを経てはじめて

「読みの障害があるその他の人々のニーズJという言葉が認められるようになったのである。

1 980年代には、 TPBは大学の学生にプロジェクトベースで、録音図書による文学のコースを

提供し始めた。結果は大変好評で、この方法は、 1990年代初期に常設のコースとなり、ディ

スレクシアの人々も参加できるようになった。

現在、 TPBは高等教育を受ける視覚障害、ディスレクシア及びその他様々な障害がある学生が、

それぞれのニーズにあったメディアを使って受講に必要な文献を利用できるよう保証することに

責任を負っている。今日、ディスレクシアの学生はこのサービスを利用する、最大のグループで

ある。

カセットテープによる教材

199 0年代の初め、 TPBに対し多くの方面から、大学生用と同じように、小中学生や高校生及

び成人用の教材も録音するよう要望が上がった。しかしそうする代わりに、スウェーデン政府と

議会は、これらのレベルの改良教材は、民間で製作されるべきであると決定した。政府は、「・・・

読み書きの障害がある生徒が録音された教材を利用できるようにすべきであると考えた。教科書

を読みながらその録音を聞くことは、多くの生徒が読むことによって学習する際に役に立つであ

ろう。しかし、カセットテープに録音された図書の利用は、読み書きの障害がある生徒だけに価

値があるのではなく、視覚障害者や特定の移民などの、まだ識字力が高いレベルに到達していな

い他のグループにとっても重要である。それ故、対象となるグループは極めて大きく、他の教材

と同様、カセットテープに録音された図書のニーズも、聞かれた市場において満たされるべきで

ある。J

同時に、スウェーデン学校教育庁が、カセットテープに録音された教材の企画、製作と評価に焦

点を当てた 3年間の試験プロジェクトを実施するよう依頼された。ウプサラ大学の教育学部が評

価を担当した。プロジェクトの運営者は、スウェーデン教育著述家協会 (SFF)及びスウェーデ

ン教育出版社協会(FSL)と、資金の提供について合意に達した。

出版社からの代表は全員、カセットテープの教材に対して懐疑的で、このような技術は時代遅れ

だと考えていた。そこでCD-ROMについても議論がなされたが、結局はカセットテープが使わ

れることになった。録音会社やTPB及びFMLSの代表からなるレファレンスグループが、技術的
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及び教育学的な基準の設定を依頼され、出版社はカセットテープを製作する支援を受けることに

なった。 2，3の出版社が実際に支援を要請したが、他は、生産量が十分多く見込めれば自社で

費用を負担するとした。最終的には、 10個のタイトルのカセットテープが 100本製作され、

24の学校に配布された。

エルシイーマイ・ギィステ一口、キア・キムハグ、アンナ幽カーリン・マグヌッソン、ステファ

ン・セランデル、エヴァ・スヴアールデモ・オーベルによる報告書が 1995年に出版され、教

育局が結果を配布するために要約を出版した。

「アンケート調査」では、 300の不作為に選ばれた学校と 24の試験校の教師及び特別なニー

ズがある生徒の教師が、ディスレクシアと録音図書及びカセットテープの図書に関する質問に答

えた。また、 8つの試験校の教師と生徒へのインタビューも行われた。

07ンケ一介調査

質問の一つは、読み書きの障害がある生徒にはと、の教材が使われているか?であった。

. 4人に 3人の教師が、常に或いは非常に頻繁に教科書を使っていた。

. 5人に 1人の教師が、常に或いは非常に頻繁に録音図書或いは本とテープの両方を使っていた。

.常に或いは非常に頻繁にコンビューターを指導に使っている教師は、半分以下だけであった。

. 4人に 3人の教師が、常に或いは非常に頻繁に学習資料集を使っていた。

これらの結果から、印刷された教科書とその他の学習資料集が、依然として広く使われているメ

ディアであり、 1994年当時でも、コンビューターの方が録音教材よりもより一般的に使われ

ていたことが分かる。

別の質問は、録音図書、また本とテープの両方を使った経験にはどのようなものがあるか?で

あった。

-全教師の 75%が、読み書きの障害/テ'ィスレクシアがある生徒の指導に、何らかの段階で録

音図書を利用したことがあった。

• 55%が、自分自身、生徒のために教科書を録音したことがあった。

・調査に参加した教師の 94%が、個々の生徒の特別な問題に合わせてより改善されれば、今後

も録音教材を指導に利用することを計画していた。

Oインタどzー
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インタビューの参加者は、中等教育のレベル(10歳から 12歳対象)からクラス担任教師6人

と特別なニーズのある生徒の教師4人、そして高等教育のレベル(13歳から 15歳対象)から

クラス担任教師3人と特別なニーズのある生徒の教師4人であった。このうち 10人は、指導で

カセットテープの教材をある程度利用していたが、残りの 7人は生徒にカセットテープの図書を

紹介していただけであった。中等教育を受けている 11人の生徒と、高等教育を受けている 6人

の生徒もインタビューに参加したが、その全員が、深刻な読み書きの障害を抱えていた。
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全ての教師は、生徒が学校の多くの場面で重大な問題を抱えていると述べた。最も大きな問題は、

教科書やその他の資料教材の文章を理解することで、「多数の教師が、生徒が自分自身で個々の

興味に基づき知識を探求する、生徒の自主活動を促す指導法が、読み書きの障害がある生徒に

とっては、適切な援助がなければ難しすぎることがよくある、と指摘した。J

教室全体での指導の場面では、情報が急激にたくさん入ってくることで問題が起こることが多い

生徒にとって、読む速度が速すぎてしまったという経験がよくあった。このような生徒は他の生

徒よりも語葉が貧弱で、概念の理解が弱く、そのため単語や概念の説明が必要なのである。グ

ループ活動の時には、ある教師は、読み書きの障害がある生徒は、自分自身のやり方で情報収集

しなければならない際に、教科書とそれについているカセットテープだけに材料が限られてしま

うと指摘した。その教師は、そこでカセットテープにもっと教材や、更に進んだ読み物を録音し

てほしいと述べた。特別なニーズがある生徒の教師からは、生徒は文章の内容をより深く理解す

るために、抑揚にも耳を傾けているという事実がコメントとしてあげられた。

カセットテープの図書を利用していない7人の教師は、このような図書の使い方に関する教育学

的な考え方や提案を求めた。また、指導が行える部屋がないことも指摘した。更に、カセットテー

プの図書は、教師の授業の構造に適さなかったと述べた。家庭では、カセットテープが教科書に

対応していないとか、いつも両親がカセットテープを再生したり、聞きたいページに早送りした

り巻き戻したりする手伝いをしなければならないという問題があった。

「ほとんどの生徒はカセットテープを聞くだけで、教科書を辿らない。生徒達は、数回、少なく

とも 3回はテープを聞くと言っているが、それは信じられないほど意欲的だと私は思う。テスト

に備えるには、結局文章の大部分を暗記しなければならず、それを 2.3回聞くには何時間もか

かるだろう。J(インタビューに参加した特別なニーズのある生徒の教師によるコメント)

教師達は、単語の解読や単語や概念の理解にしばしば問題がある生徒は、録音教材でも問題が生

じることがあると指摘した。全ての教師は、教材の文章が生徒に難しすぎることがよくあると述

べたが、それは当然、生徒が文章から重要な事実を取り出すのに苦労するということを意味して

いた。多くの教師はまた文章中でどのように難しい言葉が説明されているかに関し、非常に不十

分である点を指摘した。これは大変重大な問題で、数人の教師がカセットテープによる図書を指

導に利用しない理由としてこれをあげた。「ある教師は、文章の量が多くて難しくなってしまう

というよりは、むしろ逆に、事実に関する内容が簡単にまとめられすぎているために文章がより

理解しにくくなってしまっているのだ、と言っていた。つまり、事実をそれぞれの内容のつなが

りに関する説明をせずに、次から次へとあげているために、生徒は文章にまとまりがないように

思ってしまうのである。J

しかし、全ての生徒が教材の言語に困難を感じているわけではない。教材の文章を理解し、読解

をより難しくするような単語の解読にまつわる問題があるにもかかわらず、高い言語学的な能力

を示す生徒もいた。が、まず根本的な問題は、単語の解読の問題と考えられた。「ディスレクシ

アの人々にとって長くて使いにくい言葉を読み、その上以前読んだことをd思い出すのは、骨が折

れることである。ディスレクシアの人々は、文章を読みながら何度も前に戻らなければならず、

このことがいくつもの単語を全体として意味のある形にまとめるのを難しくしているのである。

読解は、単に正字法的に、或いは音韻論的に解読すると言うことではなく、文脈の解読もまた意

味論的情報の理解に関連しているからだ。」

醤露盤璽露罷量密翠置翠霊 lIiiiI軍軍軍冨 一 濁
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全ての教師が、文献のテープへの録音については肯定的な態度を示した。ただし、一貫して肯定

的であったり、否定的であったりするわけではなかった。教師達は、録音された文献の助けを借

りて知識を取り入れることは素晴らしいアイディアだと考えた。また、このようなカセットテー

プによる図書を使った学習では、視覚以外の感覚も使うので、読みの障害がある生徒を支援する

ことができると指摘した。一般的な意見では、カセットテープに録音されたフィクションの作品

は生徒の識字力を高め、読書を楽しむのを助けるのに非常に役立つとされた。中には、録音され

た教材が識字力によい意味で影響を与えられると考えている者もいた。単語の理解と概念の形成

が、聞くことを通して刺激されるという者もいた。更に、以前に比べて生徒が文章をずっとよく

理解できるようになったことが分かつた。生徒の中には、聞くことによってしか内容を理解でき

ない者もいる。しかし、多くの生徒にとって、録音は読むスピードがあまりに早すぎた。読みの

障害がある生徒のために十分に改良されていなかったからである。また、テープ上で聞きたいと

ころを見つけるのは難しかった。

2， 3人の教師が、集中力に問題がある生徒が録音教材から利益を得ることができたとコメント

した。文章を見ながら同時に聞くことで、理解しやすくなり、このような生徒のやる気が増した

のである。ヘッドフォンを利用すれば、集中力をそぐ周りの雑音がシャットアウトできる。そこ

で多くの教師が、解読に問題のある生徒にとって、カセットテープの図書は素晴らしい補助教材

だと考えた。ただし、中には、この方法は一般的な学習障害や言語学上の問題、また記憶力の障

害など別の問題を抱える生徒にはそれほど効果的ではないと考える者もいた。

録音にもっと色を付けることも要求として出た。あるクラス担任教師は、「うちの生徒は録音が

単調すぎると抗議した。ポーズもなく、速く読み過ぎると。朗読には何の特徴もない、と数人の

生徒が言っていた。おそらくこのような生徒のためには特別な本が必要なのであろう。絵や写真

がもっとたくさんあって、事実に関する記述は少なく、説明を多くした本が。そうすれば聞いて

いる人ももっと多くのことを得られるだろう。J

様々に異なるスピードで録音をしようという提案もあったし、難易度が違う教材が利用できるよ

うにしようという案も出た。しかし、別の教師は、教材を簡単にすることの利点について疑問を

唱えた。「生徒に、できるだけ多くの事実に基づく情報を見つけようと言う気持ちがあるとき、特

別に改良された教科書には標準的な教科書ほど多くの内容がないことを知ったら、失望するであ

ろう。教師は、バランスの問題だといっている。もし短い文章の図書を使うなら、内容が乏しす

ぎるか、詰め込まれ過ぎている高い危険性があるし、もし説明が多く、物語のような文章なら、

生徒が読むには量が多すぎると言う危険性があるのだ。数人の教師はまたカセットテープの図書

を指導で使うための、そして生徒がそれを学校や家庭でもっと自主的に利用できるよう保証する

ための重要な前提条件として、カセットテープ上で聞きたい場所を見つけることがもっと簡単に

できるようにしなければならないと主張している。」

生徒とのインタビューからは、大部分がカセットテープの教材を肯定的に考えていることが分

かった。ほとんどの生徒は学校と家庭の両方でカセットテープを利用し続けたいと希望しており、

数人の生徒は、カセットテープは学習の助けとなり、それにより更に知識収集の役に立ったと

語った。

報告書の結論は以下の通りである。「読み書きの障害/ディスレクシアがある生徒は、この調査に

参加した研究者と教師の両方によって、それぞれが異なる問題を抱えている混成集団として説明

されてい否。全ての生徒に共通するのは、彼らが深刻な読み書きの問題を抱えていることである

が、しかし多くは他にも、記憶障害や学習障害、算数障害、更にはMBDIDAMPの様な別の障害

を持っている。そのため、カセットテープの教材を利用したりそれから利益を得たりすることに



ついて、各生徒にとって必要な条件や、適切なタイミングは様々に異なっている。教師へのイン

タビューから、教育用カセットテープは、解読そのものに問題を抱えているだけの生徒に、最も

適していることが明らかになった。」

この他、特にますます一般的になってきた生徒の自主活動を促す指導において、将来、文章の処

理に関してコンビューターを使ってできるようになるであろうことについて、数人の教師が採り

上げた。「テキストと図表、そして音声がコンパクトディスクに保存されるCD・ROMの技術によ

り、読みの障害がある生徒は情報や知識を取り入れることができるようになる。」報告書の著者

は、次の点を注意深く指摘した。「新しい技術が発達するにつれ、学校での教育活動も発展して

いく。しかし読み書きの障害/ディスレクシアがある生徒が、新しいコンビューター技術から利

益を得られるようにするには、この分野の開発活動におけるイニシアチブが必要であることを強

調しておかなければならない。j

「耳で読むJことは 1990年代にはますます一般的になった。しかし、知識を取り入れるのに

この方法を必要とする生徒のうち、それを利用できる者は全体の数から見れば大変少ない。また、

カセットテーププレーヤーにも、限界があり、特に巻き戻しゃ早送りを繰り返す必要がある教材

については、カセットプレーヤーでの利用は難しい。

コンビューターを利用した指導

録音教材の調査研究を行った一人であるエヴァ・スヴアールデモ・オーベルは、更に将来のコン

ビューターの利用に関する調査も進めた。これも、スウェーデ、ン学校教育庁が資金を提供した。

この調査は、 1997年から 1998年にかけて実施され、 1999年に「読み書きの障害/ディ

スレクシアがある生徒のためのコンビューターを利用した指導Jという題名の報告書が提出され

た。

スヴアールデモ・オーベルは、社会文化学的な視点に立ち、人は知識を社会的な場面の中で作り

上げていくと言っている。「知識は、単に個人の頭の中に見いだされるものではなく、むしろ人

と人との交流を通して発展していくものであるけこの考え方を基本として、スヴアールデモ・

オーベルは、読み書きの障害/ディスレクシアがある生徒のための指導が、義務教育及び高等教

育の様々な状況において、どのように行われているかを調査した。

ある一定期間、指導を観察した後、スヴアールデモ・オーベルは、生徒がコンビューターを使っ

て学習する授業と、コンビューターを使わない授業の両方を、教室での指導と個別指導の場合に

ついて撮影した。教師と生徒はその後、撮影されたフィルムの一部を、個別インタビューの際に

見る機会を得た。その際、コメントをしたり、フィルムを一時停止したり早送りや巻き戻しをし

たりすることができた。また、ときどきスヴアールデモ・オーベルが、コンビューターの利用方

法に関する様々な点について、特に質問をした。

O一般的なコンどzーターの利用

ニイトウールンスコーランは、中規模の地方都市にある小・中学校で、社会経済的には裕福な地

域にある。この学校には 600人を少し越える生徒が通っており、生徒用に約 90台のコン

ビューターがある。調査には2つのクラスが参加した。生徒数27人のクラス 6Cでは、 4人の

磁器
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生徒が、読み書きの障害のために、特別なニーズのある生徒のための教師によるサポートを受け

ていた。調査報告書では、ヨーナスとエレーンの学習活動について記している。

アニカは、 6Cの担任で、従来の教師主導の指導法はほとんど、使っていなかった。その代わりに、

様々なテーマやプロジェクトについて、生徒の自主活動を促す指導を中心に行っており、個別或

いはグループでの活動が中心であった。歴史の授業では、ワープロやインターネット、マルチメ

ディア製品を使った活動が必要で、その様子がフィルムに収められていた。フィルムでは、アニ

カが一週間の歴史の時間割について簡単に説明し、その後、クラスは解散した。また、カメラは

教室内で生徒が頻繁に使っているコンビューターもとらえていた。ヨーナスは授業の残りの時間

中、数回場所を変え、ノートとペンと教科書を持ってうろうろした。コンビューターがある小グ

ルーブルームも覗いたが、長くはとどまらなかった。教室とグループルームにあるコンビュー

ターは両方とも、コンビューターをほぼ自由に使いこなせる生徒達に占領されていた。このよう

な生徒達は休み時間中も、ネットサーフィンをしたり、ゲームをしたり、ウェブサイトを見たり、

ワープロをしたりするためにコンビューターの前に座っていた。

エレーンは廊下沿いに並んだ教室の一つに行き、自分のグループと作業をした。グループの課題

は、マルチメディアのページを完成することであった。クラースという少年が、コンビューター

の前に座り、エレーンとトマスという別の少年が、テキストに書き込みをしていたクラースの両

脇に座った。しかしその後別のクラスメートがやって来て、エレーンとトマスに学校の勉強以外

のことについて話し始めた。インタビューの中でアニカは、生徒の大部分は調査研究の方法を

知っているが、読み書きの障害がある生徒は、自分自身で作業をするのに大きな問題を抱えてい

ると言う考えを述べた。ヨーナスは説明の問、他の生徒と同じようにしたいと思っているのに、

考え方の図に単語を書き込みながら同時にデ、イスカッションに参加するのは難しいと考えていた。

アニカによれば、ヨーナスとエレーンの二人とも、クラスメートと同じ量の文章を理解するのが

難しいと感じており、そのためにたった 2，3冊の本しか使えず、それも教科書を使うことが多

いと言うことだ、った。二人はほとんどインターネットを使っておらず、また、スウェーテ'ン語や

英語の文章の読み書きや、いろいろな事柄を見つける方法について、きちんと体系化されたガイ

ダンスを多く必要としていた。

「ヨーナスは、課題に取り組まなければならないと分かるとストレスを感じてしまうことがあり、

それでとても大変になってしまう。J(アニカ)

アニカは、ヨーナスとエレーンがコンビューターで読み書きをすることに対し、クラスメー卜が

どう反応するか不安を感じているために、読み書きが得意な他の生徒ほどコンビューターを使わ

ないのだと感じていた。全ての生徒がディスレクシアに関する情報を得ていた事実にも関わらず、

である。

エレーンとヨーナスはいつも家のコンビューターで課題を完成させてから提出していた。アニカ

によれば、ヨーナスは明らかに、グループの中で書くことに対し、不安を示していた。ヨーナス

は、他のクラスメートによって気をそらされ、彼らがやっていることに興味が移ってしまうこと

がよくあった。またヨーナスは座って読み書きをすることができず、その代わりに他の生徒の所

へ行っておしゃべりをしていた。アニカはエレーンとヨーナス二人とも、学習を補う道具として

コンビューターをもっと使うべきだと考えたが、これにはコンビューターの数を増やし、各生徒

に一台ずつゆきわたるようにしなければならなかった。二人が学校でコンビューターを使いたが

らないことが、二人が自分たちの抱えている困難を補えるようになる上で、一番の障害であると、

アニカは考えている。特にヨーナスは、自分自身のコンビューターを必要としていた。なぜなら、

それによって書くことがかなり容易になるからである。

霊彊密聾器密露軍軍辞 認蕗寵罷適温



エレーンとヨーナスの方は、クラスに参加して、授業に加わっていると感じることは大変重要だ

と考えていた。二人は、どれだけの時間が必要で、どの部屋に行ったらいいかを自分自身で決め

られると感じていた。

「学校ではとても大変。ストレスがたまるの。一回の授業の中でやらなければならないことがた

くさんあるし、私は座って書くことに、とても時間がかかるから。

家でやるほど早くいろいろなことを見つけられないからなの。家では、もっと上手にキーボード

のキーを見つけられるわ。学校ではそれよりずっと時間がかかるし・・・・とっても難しいの。

本当に長いことかかるの。J(エレーン)

ヨーナスは、もっと昔ながらの教え方でやってほしいと望んでいた。「前は、先生が授業を始め

て、授業の半分位は僕たちはただ、座って先生の言うことを聞いているだけだ、った。先生が絵や写

真やいろいろなものを見せてくれた。そうやって覚えたんだ。そんな授業なら、僕はたくさんの

ことを覚えられるよ。J(ヨーナス)

エレーンもヨーナスも一人で作業する方が好きだ、った。ヨーナスは、特にクラスメートと比較し

て、とりたてて何も得意なことはないと感じていた。エレーンとヨーナスが文章を作成する機会

も限られていた。というのは、二人とも原稿を手書きしなければならなかったからである。二人

はまた、読んだり書いたり、聞いたり、テストや発表の準備をしたりすることによって学んだと

も語った。しかし、ヨーナスはテストを仕上げるにはもっと時間が必要だ、ったと述べた。更に

もっとよく説明ができるように口頭での試験を望み、文字を書くことを練習したいと話した。し

かし、ヨーナスとエレーンの両方とも、コンビューターで書く方がよいということだ、った。

。新しいソフト

アニカとヨーナスは、社会科の授業で、科学の教科書とインターネットのメディア・アーカイブ、

そして「社会に生きるJという題名のCD-ROMの図書を利用し、麻薬とたばこについてクラス

で話し合いをしたあとにも、インタビューを受けた。

学校のコンビューターは、読み書きに障害がある生徒には、書き言葉の処理に全く問題がない生

徒と同じほど広くは利用されていない。

フィルムは、最初にアニカが資料について説明し、メディア・アーカイブのインターネット・ア

ドレスを黒板に書いている様子を映していた。それからアニカは、生徒に走り回ってはいけない

と話し、更にCD-ROMのテキストは、生徒達が読み慣れているテキストよりも難しいと続けた。

CD-ROMの方がもっと情報量が多いのだが、それはコンビューターで読み上げることができると

のことだった。ヨーナスは手を挙げ、自分のグループが最初に使っても良いか尋ね、アニカは許

可した。

ヨーナスとエレーンは6人の生徒からなる同じグループに入っていた。ヨーナスと別の一人の少

年がコンビューターの真ん前のいすに座った。アニカは、アイコンで表示されているプログラム

の機能に注目させた。生徒達は、録音されたテキストのスタートや停止、巻き戻しゃ早送り、更

に読み上げスピードの変更を試しにやってみてから、前後のページを閲覧したり、下線が引かれ

た単語の説明を見るためにクリックしたりした。アニカは何ページを見たらいいかを教え、その
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場を離れた。グループは、静かにページが読み上げられるのを聞いた。テキストを2度目に聞い

ていたとき、ヨーナスとクラスメートのジミーが内容について話し合った。話し合いのあと、

ヨーナスは再びテキストを聞き始めた。ジミーは、クラスメートに止めるように言われるまで、

ボリュームを上げたり下げたりしてスビーカーで遊んでいた。女子達は後ろに立っていた。エ

レーンはときどきコンビューターの画面の方を見たが、テキストを読むには遠すぎた。別のグ

jレープが入ってきて、ヨーナスは彼らに何をしたらいいかをやって見せた。エレーンは大きな紙

をとりに行き、グループの作品の見出しを書き始めた。ヨーナスは別のコンビューターで、麻薬

に関する情報をインターネットで検索し始めた。

アニカは、自分は故意に全ての生徒に対してCD-ROMの図書を紹介したのだと語った。そうす

れば、それぞれの生徒がこれを自分にとって役に立つ形式かどうかを決めることができるからだ。

これはクラスメートがCD-ROMの図書を、「普通と異なる」もので、読み書きの障害がある生徒

だけを対象としていると決めつけるのを防ぐためであった。

「読むのが得意な生徒達は、・・・・・CD-ROMの図書から多くのことを得られるとは感じていな

いかもしれません。どちらかといえば、 CD・ROMは時間がかかります。コンビューターがある部

屋へ行って、プログラムを立ち上げて、テキストを詳しく調べなければなりませんから。障害が

ない生徒なら、テキストをざっと読んで、全く違った方法で情報を見つけることができるでしょ

う。J(アニカ)

ユーザーがプリンターでテキストを印刷できるようにしたり、小さなノートにメモをして、その

メモをワープロのプログラムに移動したりする機能は、使えなかった。その上、ページの番号が、

本のページに対応していなかった。にもかかわらず、アニカは、 CD・ROMの図書は、今では全て

の生徒が認める、学習補助教材であると考えていた。ヨーナスとエレーンは、グループが一緒に

活動をしているとき、テキストを同時に読むことなく、ただ聞いているだけだったが、もし、一

人で座って自分にあう読み上げスピードが見つかるまでいろいろな速さを試すことができたなら、

もっと違った行動をとったであろうとアニカは考えた。

例えそうだとしても、アニカはCD-ROMの図書によって、ヨーナスは学校で読むことができる

ようになり、十分な時間をかけて読んだり課題をまとめたりするために家に本を持ち帰る必要が

なくなったと感じていた。

アニカはヨーナスが自信をつけてきているという印象を持っていた。「ただの一言、二言の言葉

さえも、ヨーナスにとっては簡単には，思いつけないのです。友人は4頁も 5頁も書いてしまって

いるのに、自分はやっとの思いでし 2行進んだだけだということを知られてしまうのはひどく

つらいことだし、とてもがっかりすることでしょう。以前はヨーナスは決して何もしようとしま

せんでした。学校で書く代わりに家で書けるように、直ぐに何か他にやることを見つけてそっち

をやっていました。でも今では少しは書こうとしています。J(アニカ)

アニカはまた、 CD-ROMのテキストは、高校生を対象として書かれていたにもかかわらず、あま

り難しくなかったとコメントした。しかし、いくつか生徒が知らない難しい単語があり、図書の

中では説明がなかったとのことだった。テキストを読み上げることの利点の一つに、生徒がテキ

ストの内容を理解しやすくなるということがある。生徒はテキストを読むとき、文字を一つにま

とめて単語を作ることや、単語をまとめて文を作ることに多くのエネルギーを使う。この大変な

苦労により、文章の内容を理解する余力がなくなってしまうのである。アニカは、生徒が学ぶ方

法に注意を向けることが重要だとも考えた。ヨーナスはアニカが話してやったり、読んでやった

りすることで学んだ。一方エレーンは、絵や写真、フィルムを見ることで学んだ。たくさんの詳
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しい絵や写真が載っている教材がエレーンには役に立つとアニカは考えた。そして以前は生徒達

はカセットテープに録音された教材を使っていたが、 CD-ROMの方が、見たいページを見つけた

り、テキストのどの部分を読み上げるかを選んだりするのがずっと簡単なので、明らかに有益で

あると締めくくった。生徒が見たいページに行くためにしなければならいのは、頁番号を書いて

リターンキーを押すことだけであった。しかし、アイコンを使って表示されているいくつかの機

能は余計で、あまり生徒には役に立たないとアニカは考えていた。

ヨーナス自身は、麻薬に関する情報検索をしていたとき、グループワークは楽しいと感じていた。

ヨーナスは、自分のグループが最初になれるようイニシアチブを取った理由の一つは、以前一度、

特別なニーズがある生徒のための教師、ブリットと一緒にCD-ROMの図書を使ったことがあっ

たからだと述べた。ヨーナスはCD-ROMのほうが従来の図書やインターネットよりも取り組み

やすいと思っていた。なぜなら、情報がずっと早く見つけられるからである。「インターネット

では何か見つけるのに長いことかかってしまうことがある。・・・・・検索が得意な人もいるけ

ど、そういう人は、ほしい情報を見つけるために使わなければならない特別な言葉を知っている

んだ。でも僕は情報を見つけるのがとても苦手だから、代わりにCD-ROMを使った。凄くよかっ

たよ、それに早かった。J(ヨーナス)

ヨーナスは読み上げるスピードを変える機能やテキストの前後に移動する機能が大変役に立つと

歓迎しており、また、新しい単語や難しい単語が説明してもらえるので、語葉力が向上したと感

じていた。「読むのが速すぎるから、ゆっくり読み上げるように変えられるのはいいね。

読み上げるのを聞きながら、自分でもテキストを読めるし。J(ヨーナス)

。練智プログラムを用いた持別なニーズ:があQ生徒の指導

ニィトゥーンスコーラン校の7aクラスには24人の生徒がおり、そのうち 3人に障害があった。

スヴアールデモ・オーベルは特別なニーズがある生徒のスウェーテゃン語の授業のフィルムを観察

した。その授業では、アントンとダービットッそしてマットゥが練習問題に取り組んでいた。

フィルムには、生徒達が教室にやってきてデスクトップのコンビューターの前に座る様子が撮影

されていた。教師のブリットは、一人一人の所へ行って、いろいろな練習プログラムをやってみ

るように言った。マットゥはテキストを読んで読解の練習をしようとしていた。ブリットは彼に

適した読みやすさのテキストを見つける手伝いをした。アントンは重子音の綴り方に取り組んで

いたが、 2，3回間違えたので、ブリットが前に学んだ綴り方の規則を思い出させた。ダービッ

トッはそれよりも簡単な練習プログラムに取り組んでいた。それは、実際はもっと年少の、 7歳

から 12歳の生徒を対象にしたプログラムであった。マットゥは頭の後ろで手を組みながらテキ

ストを読んでいた。ときどき大きなあくびをし、また、いすを前後に傾けながらぼんやりと座っ

ていることもあった。その後、ブリットは練習をやめて、授業の残り時間をスピーチの課題に当

てるよう提案した。授業は、生徒達がブリットにもう休み時間であると告げたときに終わった。

ブリットによれば、クラス担任の教師はこの生徒達に宿題を出しすぎることがよくあるとのこと

だった。また、中学レベルの教師は他の教師に比べて、生徒に補助教具としてコンビューターを

使わせるのをためらうということも採り上げ、教師達は様々なツールがどのように利用できるか

についていつもしっかりと把握していなければならないと語った。教師が生徒と協力して補助教

具を使った活動することはほとんどないとブリットは感じていた。

3人の生徒は皆、練習プログラムは便利だと考えており、このプログラムが読み書きの力を向上

させるのに役立つとd思っていた。アントンは、練習プログラムはおもしろくて使いやすくなけれ
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ばならないが、あまり子どもっぽいのはよくない、と語った。そして、プログラムが退屈で刺激

的でないことがよくあると述べた。「しばらくすると覚えてしまうんだ。最初の 10個の単語を

正確に覚えれば、・・・・・あとはただやり続けるだけだし。J(アントン)

マットゥは練習プログラムがつまらないと考えていた。また、この方法では、自分が指導に与え

る影響は限られていると述べた。「やれといわれたことを何でもただコンビューターを使ってや

るだけ。決めるのは僕ではなく、先生の方だ。J(マットゥ)

3人は皆、識字力を向上するための手段としてよりも、書く能力と綴り方の技術を向上させる補

助的な手段としてコンビューターを信頼していた。スヴアールデモ・オーベルによれば、これは

おそらくコンビューターに音声合成装置が何も備えられていないからである。マットゥとアント

ンは練習プログラムよりもワープロで綴り方と上手な書き方を学んだと感じていた。そして、

ワープロを使って、書くことや文章を切ったり貼ったりすること、また、綴りの間違いを訂正す

ることを学んだと述べた。

「僕は文章を書くとき、ときどき間違えるけれど、コンビューターが間違っているところに下線

を引いてくれるので、それが間違っていることが分かるんだ。でも、コンビューターで読む方が、

画面が明るすぎてちょっとまぶしいので、難しい。目が疲れるよ。J(マットゥ)

ダーピットッは練習プログラムに取り組むのが好きだった。そしてコンビューターの方がやる気

が出るし集中力も増えると感じていた。アントンは他のメディアもまた同じように重要であるこ

とと、中学の教師は柔軟性のある学習活動ができるようにさせてくれないということを主張した。

「僕はただ、座って何か興味深いことを聞いていれば、とてもたくさんのことを覚えられる。テレ

ビを見たり、聞いたり、絵や写真を見たりすることでね。社会科の先生が話をするときも同じさ。

とてもたくさんの興味深いことを話してくれるから、聞き漏らしたくないんだ。J(アントン)

。音声認識プログラムを用いた持JJdなニーズがあQ生徒のための指導

14 

7aクラスのアントン、マットゥそしてダービットッと、 6cクラスのヨーナスはDragonDictateと

いう音声認識プログラムを使って活動する機会を与えられた。フィルムでは、プリットがこのソ

フトについて、生徒が文章を作成しやすくし、綴り方の力を向上させると説明した。このソフト

では、全ての文章の作成が、文章をワープロのプログラムに音声で語ることによって行われる仕

組みになっている。プリットは、プログラムが進歩したので、使い方を学ぶのに長い時間がかか

ると言った。初めに、およそ 500語の単語を読み上げて、個々の人の声を認識するプログラム

の性能を高める。これによってプログラムは音声認識を訓練するわけで、プリットはそれぞれの

生徒の隣に座り、ささやき声で話した。生徒はたいてい一つの言葉を 1固から 5回言わなくては

ならなかった。マットゥは普段よりもずっと集中しており、どんなときも画面から目をそらさな

かった。一方ダービットッは、プログラムがもう一度読むよう要求したときに何度かいらついた。

アントンは文章をマイクロソフトのワードに読み込む練習をした。彼は本から引用し、「パー

ティーは一少 し も ー ば か げ た ー ものではーない・・・・・ Jと読み上げた。

DragonDictateはスウェーデン語の「ばかげた(larvigt)Jに当たる言葉を、「だめな・ひどい」を

意味するjavligtと解釈してしまい、選択肢の中に、正しい言葉は一つも表示されなかった。そこ

でアントンは、この言葉のスペルを入力し始め、 4文字入れたところでlarvigtが第一選択肢とし

て現れた。

-



ブリットはヨーナスがコンビューターに向かつて自由なテーマで話しをしていたとき、その場に

いなかった。ヨーナスは彼が見た映画について話しており、 DragonDictateは、ときどき間違いを

訂正することはあったが、その話をきちんと解釈していた。「映画は 一 殺されてしまった

ーアメリカの一若者の一話だ、った。Jこの中で、「殺されてしまったjという言葉はス

ウェーデン語で複数形の語尾がつく (mardade)のだが、単数形として (mardad)として解釈さ

れてしまった。しかし、選択肢のリストの 2番目に正しい単語があったので、 Jonasは授業時間

中ずっと中断することなく話し続けた。

ダービットッも自由なテーマで話をした。彼は自分自身のことについて話すことにし、マットゥ

も同じテーマにした。しかし、マットゥは何を言うか考えるのが難しく、文章の内容を構成する

のに大変苦労した。 20分集中してがんばったが、とても疲れてしまい、やめなければならなく

なってしまった。

ブリットは、既に何度も失敗の経験をし、そのために自分の能力に自信が持てなくなってしまっ

た生徒達にとっては、このプログラムは難しすぎるだろうと考えた。そこで撮影されたシーンを

再生したとき、教師の役割に関してディスカッションがもたれた。ブリットは、読み書きの障害

がある生徒は、音声プロフィールを確立するときと、コンビューターが聞き取った単語の選択肢

リストを読むときに、教師のサポートを必要とすると感じていた。

多くの場合、生徒は自分が単語を間違って書いていることに気づけない。ブリットは、音声合

成装置の助けを借りれば、これが補えると信じている。この装置を使えば、生徒は自分が書いた

文章を聞くことができ、綴り方の間違いが分かるのである。全ての生徒が、綴り方と、自分自身

を表現することの両方について深刻な問題を抱えているが、 DragonDictateは文章作成を簡単に

し、生徒が自己表現するのを助けてくれると、ブリットは指摘した。そしてヨーナスとアントン

について、何か意味があると思うことについて話すのは簡単だが、綴り方が苦手なので書き言葉

を使うのに慣れていない、いわば口頭型といえると説明した。 DragonDictateは、そんな二人に書

くという可能性を提供したわけである。一方、マットゥとダービットッにも主に綴り方の問題が

あったが、同時に、口頭と筆記の両方について言語能力が大変低いので、このプログラムは他の

二人の様には役立たなかったのである。

ブリットは4人の生徒全員が、プログラムに取り組んでいるとき、やる気と集中力とを持ち続け

られたという事実に、大変感動していた。そして、ヨーナスがおそらく、マットゥやダービットッ

よりも先に、作文やテストや書く課題にDragonDictateを使い始めるだろうと考えていた。ブリッ

トは、プログラムには補助的な面と訓練の面の両方があるという事実を強調した。綴り方の問題

を補う一方で、綴り方や文法や想像力の技術の訓練も行うわけである。更にブリットは、生徒は、

普段使っている言葉や概念よりも、もっと難しいものに挑戦していたと続けた。その様子を見て、

ブリットは、プログラムが生徒の同時処理能力を鍛えていると考えた。生徒は言葉を聞き取って、

コンビューターが正しい言葉を書いたかどうかをチェックし、選択肢リストから言葉を選び、コ

マンドを入力し、正しい単語を綴って入力し始めなければならないからである。「これは訓練プ

ログラムですが、補助的なツールでもあります。ただし、生徒はそうは理解していません。練習

プログラムの前に座ってやる、あまり大変ではない読み書きと綴り方のよい練習方法だと思いま

す。(中略)この形式だと、生徒は、正しい言葉の形が選べたか、また、正しい語尾が選べたか

確かめるために、いつも考え続けていなければなりませんし、他では全然気にかけないような言

語学的な構成についてたくさん話しあうきっかけになります。書くプロセスこそ、本当の訓練を

する場なのです。J(ブリット)
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アントン、マットゥそしてダービットッは、最初の学習段階を、退屈で難しく、いらいらさせる

と感じた。一方ヨーナスは、特に大きな問題もなく、読み上げのリストに取り組めたと感じてい

た。しかし、 4人全員が、第二段階については大変肯定的に受け止めていた。

ヨーナスは読むときに当てずっぽうをいう傾向があった。「時間をかけて単語を見るのが難しい

んだ。それでときどき間違って言ってしまう。例えば、いびきをかくこと、いびき、いびきをか

いたという 3つの言葉があったら、ちょっと急いでいると最初の単語を読むだけになってしまう

んだJ(ヨーナス)。彼はまたプログラムが特別授業でしか使えないので、学校の他の課題に利用

できないと不満を漏らした。そして、もっとアクセシブルにしてほしいと望んだ。「そうすれば

休み時間や放課後を使って練習ができるのに。それに僕はDragonだけを練習しているんじゃな

くて、スペルの練習もしているんだよJ(ヨーナス)。彼の希望は他の生徒にも共通していた。し

かし、そのうちの誰も、プログラムを他の生徒と一緒にグループで使いたいとは考えていなかっ

た。そうすると交代で書かなくてはならないからである。

4人の生徒は皆、このプログラムを使い続けたいということに同じ理由を挙げた。それは、この

プログラムが自分達のったない読み書きの力を補ってくれるというものであった。そして、プロ

グラムを使うことで4人は、人に理解される文章を書けるようになるには、言葉をもっと注意し

てはっきりと発音しなければならないということや、内容をきちんと構成し、文章を訂正したり、

編集したりしなければならないということに気づいた。

スヴアールデモ・オーベルは更に 2つの学校で同様な調査を実施した。アパックスコーラン校で

は、 2人の高校生がDragonDictateに取り組む機会を与えられた。撮影された場面では、ステファ

ンとジィミィが一緒に座っていた。明らかに二人は、自分たちの能力不足よりも、ソフトが犯す

間違いへと注意を向けることができていた。間違えているのは自分たちではなく、コンビュー

ターの方で、その間違いを正して、教えなければならなかったからである。二人の教師、グッニッ

ラは、このプログラムが言語学的な能力はあるが、書くことと綴り方に関して深刻な障害がある

生徒に、新しい世界を聞いたと述べた。彼女の同僚のアグネスは、特別なニーズがある生徒のた

めの教師にとって、生徒に適切な量の訓練を決め、学校の活動の一部として機能的な補助手段を

いつ導入すべきかを判断することは、まわりとのバランスをよく考えなければならない問題であ

ると語った。

最後に、スチューベスコーラン校の7年生の教科を担当する教師であるペーテルとソフィアが、

もし学校経営者が、教育にコンビューターを利用する仕組みについてもっと厳密な指示を出せば、

コンビューターを補助として使う指導が、今よりもっと迅速に実施され、教師にももっと一般的

に利用されるようになるであろうと述べた。また、二人の教師は、コンビューターを担当する人

がコンビューターの利用についての革新的な考え方に対して、明らかにかつ非常に抵抗を示した

ために、学校でのコンビュータ一利用に対する関心と一般的なアクセシビリティーが失われてし

まったと感じていた。

エヴァ・スヴアールデモ・オーベルの調査は、特別に改良されたソフトを搭載したコンビュー

ターが、これらの障害がある生徒によって意図的に使われたとき、明らかによい影響がもたら

されるということを示していた。その後、ラース・ネースルンドは、「教育の自由の実現 義務

教育におけるコンピューターを使った自主学習のケーススタディ jという報告書の中で、全ての

生徒がポータブルコンビューターを持っている学校で、どんなことが起こったかを発表した。「う

まくやっていける生徒は、“レーサー"のように進んでいく。少なくとも時折、このようなこと

が起こる。
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生徒は、課題に必要とされる全ての能力と特性とを使い、自分たちより恵まれていないクラス

メートを「待つJことはしない。Jとネースルンドは語り、こう続ける。「読みの障害がある生徒

は、当然の事ながら、もし(1)書かれた情報を以前よりも頻繁に与えられたり、 (2)その情

報が以前よりも難しかったり、 (3)特別なニーズがある生徒のための、障害を補い、支援する

ことができる指導を受けることなく情報を与えられたりしたら、ますます傷つくことになるであ

ろうけ

この意見は、本筋から離れたコメントに過ぎ、なかったが、ウッラ・リース教授によってまとめら

れた「学校における ITの理想と実践に関する研究のまとめJという報告書にも、同じことが書

かれている。リース教授は、学校におけるコンビュータ一利用に関する数多くの事前評価を行っ

た。同教授は、 1999年に、特別な支援を必要としている生徒達が、学業面で遅れてしまう危

険があると懸念する教師達に、初めて出会ったと語った。しかし、まさにこの支援を必要とする

生徒達こそ、前述のネースルンドの報告書で、コンビューターを活用し大きな成功を収めたと記

された者達なのである。リース教授は、「否定的なレポートが2， 3あれば、基本的な教育学的

問題が存在することを示すのに十分である。またおそらく政策上の問題もあるのであろう。Jと

述べた。

代わりの教材の利用

それでは、代わりの教材の利用に関して、現在の状況はどうなっているのであろうか?2 0 0 0 

年には、 SIH(スウェーデ、ン国立障害児教育研究所)が74，704，000スウェーテ'ンクロー

ネを教材制作費として当て、その販売により 17，698，000スウェーテ'ンクローネの収入

を得た。高等教育を受けている学生にサービスを提供するため、 TPB図書館は、 26，588，

000スウェーデ、ンクローネの、自由に使うことができる補助金を受け、 48，000スウェー

デンクローネの収入を得た。高等教育での録音教材の需要は 1990年代に爆発的に増加し、今

日ではディスレクシアの人々が、利用者の中で飛び抜けて大きなグループを構成している。これ

は、高等教育以外の教育システムにおいても需要があることを表している。

スウェーテゃン学校教育庁によれば、義務教育では親も教師も、代わりの教材を使うことで、本当

の意味で問題を解決するのは大変難しいと考えている。しかし教育局は、 3年間の録音図書プロ

ジェクトがいったん終わっても、この分野における努力をやめることはなかった。 2000年に

は録音教材のために 723，000スウェーデ、ンクローネの奨励金を支払い、その翌年には、1，

500， 000スウェーテゃンクローネを支払った。

出版社は専門会社に特別な教材の制作を外部委託することがよくあり、その代わり、教育局から

ときどき補助金を受け取っている。朗読・録音会社のInlasningsり加st社が図書の録音をするケー

スが非常に多いが、同社ではいまだにカセットテープに録音をしている。ただし、要望がある場

合は、 DAISYフォーマットでの制作も行っている。しかし、 2002年からは、全ての新しい教

材をDAISYフォーマットでも制作し始めた。(古い教材についてはやっていなし迫。)出版社は自

社のカタログではこのような図書の宣伝をしておらず、 Inlasningstjanst社のカタログについて脚

注で触れているだけである。

録音図書は従来の印刷された図書に比べて3倍から 5倍値段が高い。この価格の高さは、出版部

数が 1部から 10部と、大変少ないという事実によって説明できるであろう。しかし、学校教育

庁から補助金を得て40部ほど制作された図書もある。その一つが、「宗教その他Jという A&W
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社によって出版された図書である。出版社で印刷された図書の価格は、 206スウェーデンク

ローネで、Inlasningstjanst社が制作したカセットテープの図書は 160スウェーデンクローネの

値が付いている。しかし、高価な印刷図書よりも安い録音図書の方が需要が高いということはな

い。これは買い手、すなわち教師や学校が、クラスの他の生徒達がどちらの図書を読んでいるか

によって買う図書を決定しているという事実によるのは、確かである。教師や学校は、生徒が指

導についてこられるようなら、一番安い録音図書を買う自由はないのだ。

代わりの教材を必要とする生徒は、印刷された図書と録音図書の両方がいるので、その費用はし

ばしば学校の予算を超えてしまうと考えられる。そこで出版社は、これでは全く需要がないと解

釈してしまい、そのような製品の開発に対する「市場Jの関心が低いままなのである。

補助教材の利用状況は、全国で違っている。とはいっても、ワープロやインターネットのような

標準的な装備以外のものを利用できる生徒はほとんどいない。特別なニーズのある生徒のための

教師も、決して全員が音声合成装置を利用できるわけではない。数々の倒産や企業合併を経て、

DragonDictateは現在市場では手に入らない。しかし、ここで、録音図書の新たな標準規格が出現

した。

ぐ様々な代表的な録音図書教材の価格一覧表〉

題名 対象年齢 出版社 印刷図書 カセットテープ DAISY 

保健体育 高校生 B. Urb SEK174 SEK850 SEK900 

歴史 10-12歳 A&W SEKI04 SEK480 SEK530 
算数 10-12歳 A&W SEK136 SEK480 SEK530 

スウェーデン語 10-12歳 B. Utb SEKI00 SEK280 SEK330 

DAISY 

録音図書や点字図書の制作及び図書館サービスの運営の他に、 TPBには、読みの障害がある人々

のための新たなメディアの研究開発に積極的に貢献するという仕事もある。乙の件で、 TPBは、

特に 1990年代に大きな成功を収めた。録音図書は以前はカセットテープに録音されていたが、

今ではDAISYフォーマットのCD長OMで制作されている。 DAISYは国際的な標準規格で、 TPB

の要請で、ラピリンテン AB社という会社によってスウェーデンで開発された。もはや録音図書

はカセットテープでは制作されておらず、以前制作された録音図書はDAISYフォーマットへと

変換される予定である。

DAISY図書のディスクを聞くには特殊なDAISY再生機器が必要で、その再生機器には、慎重に

考慮された検索機能やその他の役に立つ機能が数多く備わっている。この再生機器は、主として

視覚障害者のニーズを重視しており、そのために読みの障害がある目の見える人々にとっては、

役に立つ点よりも不便な点の方が多い。その上、大変費用がかかるので、読み書きの障害/ディ

スレクシアがある生徒のうち、ほんのひとにぎりしか、学校でこれを使う機会にめぐまれていな

It ~o 

DAISY再生機器を利用できない人々は、コンビューターでCDを聞くことができる。 Playback

2000というリーダーのプログラムが、 TPBのウェプサイトから無料でダウンロードでき、これに

よってDAISY再生機器の優れた機能が多数使えるようになる。目次や章番号のリストが画面に
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表示され、ユーザーは、旧来のカセットテープ版の図書よりも、より速くかつより正確に頭出し

することができる。しかし、録音図書の制作は著作権法によって制約を受けるため、ユーザーは

文書中のテキストを検索することはできない。

結論

PISAの調査は、スウェーデ、ンの学校の多くの生徒が科学や数学(おそらく他の教科も)の教科

指導から利益を得ることができずにいること、そしてそれが主に読解力の不足によることを示し

ていた。移民や、スウェーデン語が第二言語である生徒と、社会的・文化的な刺激が少ない生徒

は、主に単語の解読に問題があることが原因で読解力が低い生徒とともに、弱者のグループであ

るといえる。

これまでは、主として本書で問題にしているグループを対象とした教材に関するニーズのリスト

は何もなかった。そこで、今このような要求事項の作成に関連した要素を採り上げることは、当

然の流れといえよう。ここで検討することは、これまで実施されてきた活動への批判としては考

えられるべきではない。これまでの活動が、周知のニーズに関連したものであったことは間違い

ないのだから。しかし、これまでの活動を批判的な視点で検討することで、現実とニーズとの問

の埋めなければならないギャップが明らかにできるのである。

このコンビューター画面は、 Playback2000のプログラムのウインドウで、読者が今どの章を読ん

でいるのかを示している。音声が読み上げ、カーソルが文章を辿り、ユーザーはどのページが再

生されているのかが分かる。また章番号をクリックすると、音声がすぐにそこを読み上げ始める。

要求事項における結論の多くは、 FMLSやスプローカロス(印刷された言葉へのアクセス)を含

む様々なプロジェクトを通して得られた知識を基にしている。この知識は、 www.fmls.nu/

sprakalossに掲載されている記事の形で、或いはこの分野で研究や活動をしている人々によるディ

スカッションを通じて、プロジェクトの編集チーム内外から生まれた。更に結論は、 FMLSがメ

ンバーを通じて持っている知識や、 FMLSが運営するスクリーブ・クヌーテンといわれる情報・

助言サービス機関を通じて持つ知識も基にしている。このサービス機関は、文字通り直訳すれば、

「書く集団Jを意味するスウェーデ、ン語であるが、 1986年以来、教育的・技術的な革新をと

りまとめ、普及する活動を行っている。

障害者のニーズに合わせた指導を担当するスウェーテゃンの政府当局は、 SIH(スウェーデ、ン国立

障害児教育研究所)であったが、現在は、スウェーデン特殊教育学会 (SIT)が行っている。し

かし、 SITの仕事には、この特別なグループのために教材を開発することは含まれていなかった。

とはいっても、この要求事項に取り組む問、 SITの専門知識がTPB図書館の知識とともに、レファ

レンスグループにおいて、関連機関から派遣された職員とのテ'イスカッションを進める際に活用

された。

読みやすい図書センターと、 LL財団は、読みの能力の基準に基づいた読みやすいスタイルのガ

イドと作業形式を、開発した。そして今日では、幅広い範囲の図書を出版しており、 8SIDOR (8 

ページ)という雑誌も発行している。更に、文章を書く人達に、読みやすい文章の書き方の研修

も行っている。 1990年代には、センターはその対象をディスレクシアの人々へも拡大するよ

う命を受けた。この拡大が正確にはどのような形を取るかは、逆に対象となるグループをどうと

らえるかにかかっており、また、 FMLSを通じて得られた知識をどう活用するかにもかかってい
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る。読みやすい図書センターは、それ故、スプロ"カロスプロジェクトの編集チームとレファレ

ンスグループにも参加している。センターは、教材の制作はしていないが、センターで制作して

いるものの一部は、学校で副読本として利用されている。

スウェーデ、ン教育局による録音教材の試用と、エヴァ・スヴアールデモ・オーベルによるコン

ビューターを利用した指導の調査研究は、問題のグループにとって主要な目的は、文章の知的レ

ベルを下げることではないと言う考え方を支持している。前述のヨーナスの例では、深刻な読み

書きの障害がある中学生でも、高校生用の社会の教材を聞く機会がありさえすれば、それに取り

組むことができることを示していた。この例を初め、数多くの似たような事例が、問題の解決策

は、情報を取り入れる様々な方法を提供することであると示している。調査ではまた、「生徒の

自主活動」を促す指導が学校でますます行われるようになればなるほど、一般の生徒とは別の読

む機会を与えることが、より重要になってくることが分かる。

言語自体について言うならば、この特別なグループのニーズは、全般的な学習障害がある人の

ニーズとはいくつかの重要な点で異なっていることが、多数指摘されている。抽象的な概念、あ

まり使われない言葉、同義語や従節のある文を避けることが必然的な結論なのではなく、むしろ

生徒が意味を理解できるようなやり方で、これら全ての事柄を扱う方法を見つけるのが望ましい

結論だといえる。

それには、文脈の特性や、いろいろな言葉を利用する一方、情報の密度や推論・因果関係及び叙

述スタイルに関して注意を払い続けることが必要である。

以上のことに加えて、レイアウトの問題も無視してはならない。 LL財団はこの分野における多

くの専門知識を一つにまとめたが、それは私たちが対象としているグループにも適用できる内容

である。しかし、ここでもまたユーザーのニーズは多様である。ビョーン・ウィマン氏は I読み

やすく書く」の中でこう記している。「言葉に関してのみいえることだが、私たちが対象とする

読者は、背景となる情報と重要な情報とを分け、大事な部分とそうでない部分を区別するのが難

しいと感じている。」スヴアールデモ・オーベルによる調査では、深刻な読み書きの障害を抱え

ていたエレーンは、代わりに絵や写真、映像を見ることによって学んでいた。「エレーンは絵や

写真や映像で見たことを記憶して結びつけることは簡単であると感じていた。だから、詳しい絵

や写真がたくさん載っている教材が彼女にとって役に立つであろう。」

文章とレイアウトについては、全ての読者に適切なことが、読みの障害はあるが、目は見えて知

的能力も普通の人々にとっても、同じ様に当てはまる。つまり、上手に書かれた文章とよいレイ

アウトが基本となる。読みの経験が豊富な読者は、文章やレイアウトがいい加減でも、それが下

手であるとわかるので、我慢することができる。しかし、経験不足の読者は、自信がないことが

多く、稚拙な文章やレイアウトを、自分が理解できないのが悪いと考えてしまうのだ。そこで、

解決策は、「簡単な」文章を書くのではなく、第一に、「理解できる」文章を書くということだと

いえるであろう。

最後に、TPBがもともと対象にしていたグループである視覚障害者についてだが、視覚障害者は、

特に 1990年代に、読み書きの障害/ディスレクシアがある人々と図書館を共有しなければな

らなくなった。しかし、ディスレクシアの人々のニーズは視覚障害者のニーズと一部しか共通し

ていなかった。このためTPBの仕事に新たな局面が加わった。それが、 DAISYフォーマットで、

TPBはこの開発に参加した。 DAISYは、 TPBやSITが開発している方法よりも遥かに大きな可能

性を秘めている。著作権侵害に関するスウェーテ@ンの法律URL~ 17セクション2により、 TPB
やSITは、特定の対象グループにとって偉大な進歩となるであろう本格的な図書制作に、既存の
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文章を使うことができないからだ。その上、 TPBは図書をメディアとし、図書館を施設として組

織されている。しかし、 DAISYフォーマットは、 CD-ROMやインターネットなどあらゆるタイ

プのテキストに使うことができ、貸し出しもできれば、市場で販売することもできるからである。

1993/94年の予算案決議で、読み書きの障害/ディスレクシアがある生徒のために代わり

となる教材が関連出版社によって制作されることが決定された。これにより、 SITとTPBが読み

書きの障害があるユーザーのニーズを満たす機会は制限されることになった。しかし、 TPBが高

等教育のための文献に取り組むことで得た知識と経験、特に担当者のネットワークや流通ルート

は、義務教育、中等教育及び成人教育の分野では匹敵するものはない。

新たな技術の可能性

読み書きの障害/ディスレクシアがある生徒のための技術開発に関して、 1990年代にある程

度全体論的な見方を採用するようになったのは、スウェーデ、ン・ハンディキャップ・インステイ

チュートであった。 FMLS(スウェーデン・ディスレクシア協会)と緊密に協力しながら、同イ

ンスティチュートは様々なプロジェクトを支援し、関心を持つ団体の協力を得ることができた。

199 0年代初期には、同インスティチュートは「コンビューターとディスレクシア」というタ

イトルの報告書を出版した。その後、スウェーデン・ハンデイキャッフ・インスティチュートは、

FMLSがスウェーデン相続基金財団による 3年間のプロジェクトをFMLSの主催で企画するのを

支援した。このプロジェクトは、ディスレクシアの人々のために職場でコンビューター化を進め

た結果をまとめ、広めることを目的とし、 FMLS内部でもITの利用についての知識を普及しよう

と意図していた。後に更に別のプロジェクトによって、 FMLS内でIT実用化の実現が進められ

た。国際的なアクセシビリティーの規定に従ったウェブサイトが設けられ、ノーモスという会社

が、ラボでの調査とインタビューとの両方の方法でこれを評価した。そしてFMLSの中心的な機

能がコンビューター化された。これは、 FMLSが、ディスレクシアの人々のニーズに基づ、いて得

た知識を、その他の人々の関心が高まるにつれて、広く提供できるようになったことを意味して

いる。

スウェーデ、ン・ハンディキャップ・インスティチュートと FMLS(スウェーテ守ン・ディスレクシ

ア協会)は、今後の DAISYフォーマットの可能性を理解し、 FMLSはロセルヴォ社に協会の設

立条項をDAISY図書で制作させ、それにはテキストも使われた。制作には、 DAISY標準規格を

設定したラビリンテンAB社のLp-studioが使われ、読みとりをする機器(スクリーンリーダー)

は、 Lp-playerと呼ばれた。 Lp-playerはPlayback2000よりも更に進歩しているが、これも主に視

覚障害者が利用しやすいよう、デザインされている。

読み手/聞き手は、音声とテキストを使って、 DAISY図書を読み進める。この時、カーソルがテ

キストを辿っていく。全ての使われている言葉について、簡単に検索することができ、ブック

マークをつけ、自分自身のコメントを書いたり、口頭で録音したりすることもできる。ただし、

これらの機能は、利用者のニーズに比べると、明らかに不足している。

DAISYフォーマットによるFMLSの設立条項。左マージンでは、定款の内容を 3つの大きな見出

しで示している。その一つをクリックすると、各章の小見出しが提示される。カーソルがテキス

トを辿り、どの文または従節が読まれているのかを示す。 TPBの録音図書や読みとりソフトの

Playback 2000とは異なり、ここでは全てのテキストの検索ができる。

… 一…一 器置
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FMLSはまた、メディアクベーン社とともに更に進んだ製品を製作した。それは、「団体業務に

おけるITJというタイトルのトレーニング用CD・ROMである。この教材は、絵や写真、映像を

使っており、文字で書かれたテキストと口頭によるナレーションの聞には、結局の所、違いがあ

るという事実に基づいて製作されている。この教材では、いろいろな人がテキストの内容につい

て自分自身の言葉で語るフィルムクリップを使っており、これによっておそらく読解の問題を更

に補うことができるであろう。各フィルムクリップのアイコンごとに、テキストを停止できるよ

う、読みとり機器が設定されており、視聴者はこれによって積極的な選択をしなければならなく

なった。つまり、映像を見るか、あるいはテキストを更に読み進めるかである。このように視聴

者を刺激することは、集中力の問題を解決するのに役立つ可能性がある。

このような製品が市場に出回るようになれば、現象や出来事を描写するために映像をもっと積極

的に使うことも当然考えられる。

。市場の出現

読者が今手にしている、「未来の教材Jという冊子のスウェーデン語による原本は、制作及び印

刷費として約 145，000スウェーデンクローネかかった。これに更に40，000スウェー

デンクローネほどを加え、前述の音声・テキスト・絵や写真を含むDAISYフォーマットによる

CD-ROMをつけることができた。追加費用が、制作費全体に割り振られるのなら、これは手頃な

価格であり、明確な需要がありかつ経済的な実行可能性が保証されるなら、全ての教材をこの方

法で制作することは十分可能であるといえる。

コンビューターに付属のCDを入れて試してみるといい。そして、もし自分に深刻な読みの障害

があったらこれがどんなに役に立つかを自問してほしい。 CDには本書で言及した記事へのリン

クが全てはいっているので、全ての資料にアクセスする最も簡単な方法は、このCD-ROMを使

うことである。

これと並行して、ラピリンテン AB社はまたDAISY図書制作機器の開発も進めている。 Lp-studio

の後続としてAudioPub1isherが開発されたが、これを使うと、テキストを直接プログラムに書き

込んだり、 Wordの文書のようなテキストファイルやHTML文書から移し替えたりすることがで

きる。材料となるテキストは、指定されたとおりに自動的にマーキングされ、ユーザーはこれ

を自由にレイアウトし、また自動マーキングを調整することもできる。音声は、画面に表示され

たテキストを読み上げることによって直接録音できるし、ダビングも可能である。その他、音声

合成装置によりテキストから迅速かつ簡単に合成することもできる。

FMLSのITトレーニング用 CD・ROMで、ユーザーはテキストを聞いたり、読み上げられている

文や節に印をつけたり、映像を映しながら内容を朗読させたりできる。

同時に、テキストはDAISY標準規格にのっとって自動的に変更される。その後、音声もいろい

ろと編集され、製品が完成すると、今度はMP3フォーマットに圧縮され、標準的なコンビュー

ターで全ての作業が行えるようになる。この結果、 2002年秋にこの機器が売り出されれば、

学校の教師や生徒に利用されるようになるであろう。

1 950年代にDBF(視覚障害者協会)が行った様に、 FMLSは今後の望ましい方法を示すため

に、独自の製品の製作を始めた。 FMLSは製品の評価と開発のための資金を受け取り、更に、ラ
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ビリンテンAB社と共同で読みとり用機器の開発を行うために、スウェーテゃン相続基金財団に資

金援助を申し込んだ。これによって、対象となるグループのニーズを完全に満たし、また製品を

大変安く、できれば無料で配布することさえもできるようにすることを目的としていた。

しかし、前述のように、 DAISYは単なる図書やCD・-ROMのフォーマットではない。それは、既

にインターネットで使われている、国際的な標準規格なのである。それ故、未来の教材は様々な

方法で配布され、また読まれるようになるであろう。例えば、 DAISY図書を聞くためにコン

ビューターを使わなければならないということはない。これまでVictorのような特殊なDAISY再
生機器が利用されてきたが、その価格は約 8，000スウェーデンクローネなので、読み書きの

障害がある生徒はほとんど使う機会がなかった。フィリップス、サムスン、パナソニック、ソニー

そしてその他のメーカーが、現在一般の音声CDに加え、 CD備ROMも読める個人用ステレオを販

売しているが、それらはMP3のファイルを再生できる点で特殊である。一般のCDで10枚か 1

1枚のテ'ィスクが必要な図書でも、 DAISYフォーマットを使えば、一枚のディスクにまとめられ

る。

これらの個人用ステレオの価格は、同等な標準規格による他のモデルと変わらず、およそ 2，0 

o 0スウェーデンクローネである。このようなステレオには、 DAISY専用の再生機器に見られる

機能全てが備わっているわけではないが、ユーザーは簡単なボタン操作によって章から章へと前

後に移動することができ、またブックマークをつけることができる。 2002年秋に、アメリカ

のテレックス社が同程度の価格の再生機器を売り出したが、これは一般の個人用CDプレーヤー

よりも少し大きく、 2倍の厚みがあった。しかしこれにはビクターについている全ての機能が備

わっており、ユーザーは特定の頁番号へと直接移動することもできる。

従来のビクターDAISY再生機(左)と一般のCDとDAISYのCDの両方が再生できるサムスン

社の個人用ステレオ

以上全ての製品は、読みの障害がある生徒や、読むのが遅い生徒にとって新しい世界への扉を開

くものである。このような生徒達は、音楽を聴くのと同じ機械で学校の課題を聞くことができる。

もしその後本を使って勉強し、絵や写真、その他の図式的な資料を使って勉強しなければならな

いなら、または、あるパラグラフについて単語を説明してもらったり、検索したりする必要があ

るなら、生徒はコンビューターに CD-ROMを差し込めばいい。このためには、教材を DAISY
フォーマットで、国際的な標準規格に従って制作しなければならない。しかし、このように再生

できるからと言っても、文章が改良されるわけではなく、文章の書き方が下手であれば、それが

そのまま再生されてしまう。このため、教材は、企画の段階から既に読者のニーズを考慮して作

られなければならない。読み書きの障害がある読者のニーズは、更に経験が豊富な読者のための

文章をも、よりよくすることとなるであろう。本書の序文、すなわち要求事項に関する部分で、

教材や指導におけるこのようなニーズについて説明しているので参考にされたい。
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LD学会第 72@大会 自主シンポジクム

傍報技術。ηを活用したLDJIe .者への教育支援のあυ方(その2)
ーDAISY(DigitalAccessible Information System)の活用事仰を中心/ごして・

より抜粋

2003年 11月23B
会場:福周・宗像ユリッタス

-河村宏 (mJ立身体障害者υハどυテーションセンターj
・野村美佐子(財団法人 B本障害者υハどνテーション脇会j
-堀田広子 (NPO法人 EDGE)
-田中裕美子 (mJ鹿野E療福IJI:大学)

25 



園田園園田圏直園田園圃盟圃醐組幽置組s幽岨幽齢制幽幽圃

河村 宏

E立身体障害者ゲハどりテーションセンター

国立身体障害者リハビリテーションセンターの河村です。

インターネットのいくつかのウェブサイトを映しながら話をします。

DAISYの IAMISJがグローバルにどのように取り組まれているかということについて概略をお話しし

まして、その後、圏内での取り組みというところにつなげていただきたいと思います。

最初に画面に出していますのは、 12月に開催が予定されています国連のサミットのウェブの画面

(http・//www.itu.int/wsiめです。世界情報社会サミットと呼ばれています。このサミット、日本では総務

省、経済産業省、そして外務省が担当している、 一見障害とは何の関係もないサミットです。ところが、

サミットの達成すべき課題をよく見ますと、「デジタル・デパイドj をどう解消するのか、その方法を

グローパルに探るというのがテーマです。「デジタル・デパイドJというのは、この情報化社会の中に

あって、いわゆる IT、あるいはコミュニケーションを入れた ICTを、使える人と使えない人との格差

をどのように解決していくかという問題です。

従いまして、読みの障害、あるいはコンビューター・リテラシーに障害があるという場合には、明らか

にデパイドの取り残される方に位置する、ということになります。

情報化社会がきちんと、そのような取り残される恐れのある人たちのニーズを組み込んで、誰もが 「デ

パイド」されない“インクルージョン"あるいは“インクルーシブ"と呼ばれますが、そのような展開

を遂げるためにはどうしたらいいのかというのが、実はテーマだ、ったんです。

従いまして、私は経済産業省と総務省だけに任せておけないと考えるのです。やはりそれに関係する全

ての人がとのサミットで発言し、今後の正しい情報化社会の展開の仕方を問題提起し、参加していかな

ければいけないと考えてこのサミットの準備過程からずっと注目し参加してまいりました。

このサミット、幸い 2.......-3週間前やっとサミットの基本的なドキュメン卜の中に「ユニバーサルデザイ

ンJという言葉が入りました。ここに来るまでものすごくたいへんな動きがあったのですけれども。「ユ

ニバーサルデザインJと「支援技術」という言葉がやっと基本ドキュメントの中に入りました。これに

よって“今後の情報通信技術はユニバーサルデザインを旨とし、そして必要な部分は支援技術で、補って、

全ての人のニーズに見合うようにしていく"ということで障害を持つ人々を視野に入れた情報通信技術

の発展ということが、やっと宣言の上で基本的に承認されたということになったわけです。そこに来る

まで非常に長い道のりがありましたが今はちょっと省略いたします。

このサミットの際に同時に開催する重要なフォーラムがございます。これは、GlobalForum On Disability 

In The Information Societyというものです。

“情報社会における障害に関するさまざまなフォーラム"という位置づけです。

世界の主な障害者団体が参加します。丸一日、このサミットの最終日に、いわゆるセキュリティ・ゾー

ンという各国元首の参加する大きなホールがあります。そのホールの中に小ホールがいくつかあります。

その小ホールの一つで、各国元首もすぐに参加しやすい場所で、 400人位の人で世界中から集まってこ

のフォーラムを行います。朝から晩まで、障害という問題に焦点を当ててサミットの中で議論をすると

いうものです。この開会式はスイスの現職の大統領が開会の宣言をすることになっています。そういう

意味では一つの大きなイベントとして取り組まれます。

そのプログラムをご紹介します。今日特に関係ありますのは、そのプログラムの中の一つに、 DAISY

Products for Dyslexiaというフレゼンテーションが、スウェーデンのディスレクシアの主に当事者の方

が組織している“FMLS"という団体によって行われます。
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になっています。

スウェーテ守ン以外にも DAISYに関わる取り組みというのは今、各地で進められていまして一つ大きな

動きを見せているのはアメリカです。

アメリカでは、昨年、議会に議員立法で、教科書のアクセシビリティに関する電子的なフォーマットを

決める法案が提出されています。その法案の、議会の審議の過程で、調査研究をするというととが決ま

りました。調査研究の結果は今年の 2月か 3月に、 CAST(キャスト)という団体から報告が出され

ています。その報告に基づいて、政府がプロジェクトを、これはアメリカの教育省の資金によるプロ

ジェクトですが、 BeyondThe Textというプロジェクトがスタートしています。これは2003年の 1月か

ら2006年の 12月まで、非常に長い規模のものです。

このプロジェクトを受託した団体は、なんと放送局です。 WGBHというボストンにある、これまで字

幕や副音声による視覚障害者向けの解説ということで、放送をどのようにアクセシブルにするかという

実践で成果を上げている放送局が受託しました。

そしてそとがBeyondThe Textというタイトルのプロジェクトで、 DAISYやOEBFと言っていますが、

電子出版ですね、アメリカではいま電子出版が非常に急速に伸びています。この電子出版と DAISYを

ベースにして、テキスト、紙に印刷されたテキストですが、それを超えた向こうにある、誰もが使える

教科書というのはどういうものかというプロジェクトをスタートさせました。

その時のベースになるのは、次の世代のDAISYと考えていいかと思います。今日この後お見せするの

は今の世代のDAISYです。そして次の世代のDAISYというのは一つは動画がサポー卜されるというこ

とです。つまり、手話を常時入れておきたけれ 回出四時叫副L 一一一一一一一一一一一一 世

ば入れられる。あるいは教材として動画がとて お♂立主?Jeコー園...J-' 回

も有効であれば、その動画にキャプション(字

この FMLSの副会長さんが昨年来日しました、

ハンス・ハマルンドさんです。ハンスさんの講

演を圏内で、行ったのですが、もしそのハンスさ

んのことについて御存じない方がいれば、この

ような日本障害者リハビリテーション協会の

ウェブサイトで講演の全内容が掲載されていま

す。(*1)それをご覧ください。そこでハンスさ

んの講演、東京と神戸、両方で行われた内容を

読むことができます。

その中でハンスさんたちスウェーデ、ンの人たち

がDAISYをどのようにとらえ開発をしようとし

ているのかという取り組みが出てまいります。

その取り組みは、先ほどのサミットの中で、ス

ウェーデ、ンの当事者の方から報告をされる予定

幕)がつき、あるいは視覚障害者のために副音

声による解説がついているという意味です。

そういう誰にもアクセス可能な動画をサポート

したときに、 DAISYはどのように展開するか?

そういう意味での次の世代のDAISYですが、そ

ういったものの調査研究が、長いレンジで2006

年末まで、アメリカでは行われます。

そして、このDAISYに関する情報を日本語で読

みたいという場合には、日本障害者リハビリ

テーション協会のウェブサイトにDAISY関連情

報 (*2) というのがありますから、今後ここで

ぜひ、これは日本障害者リハビリテーション協

品血""圃
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会に頑張ってどんどん翻訳をしていただかないといけないのですが、紹介をしていく窓口を活用してい

ただきたいし他に関心がある方は、いま申し上げましたいくつかの拠点が海外にはありますので、そう

いう所と提携してどんど、ん紹介や交流を図っていただきたいと思います。

そして、本家本元のDAISYの規格を維持、開発しているのはDAISYコンソーシアムというスイスに法

人格を持つ団体です。このDAISYコンソーシアムは、今度のサミットの際にちょうどスイスで開催さ

れますので、 9千枚のCD-ROMをこれからプリントする予定です。ちょうど今日配りました資料のよ

うに、 DAISYフォーマットで誰でもアクセスできる国連のサミットの基本文献、それをCD・ROMに入

れて各国元首に配って、こういう方法があるんですよということで、各国の代表団に問題解決の手がか

りを、実物でもって問題提起しようということを今やっています。ちょうど貸し出しで 9千枚焼くと

言っていまして、中国語・ロシア語・アラビア語など 6か国の国連の公用語で全部作らなきゃいけない

ので、土日にみんなで総出で作業をやっているところです。

そして最後に rAMISJ 0 DAISYはコンテンツ、中身に関する国際規格です。“一つのコンテンツを作っ

てそれを全ての人で活用しよう"というのがDAISYの発想ですが、活用するためにはそれを読むため

の道具が必要です。その全ての人へのアクセスを可能にするための一つの道具が rAMISJになります。

AMISというのは、“AMIS"と書きますが、ソフトウェアです。このソフトウェアはオープンソースに

なっていまして、財団法人日本障害者リハビリテーション協会がオープンソースで開発をしているソフ

トです。誰もが無料でダウンロードして使うことができる、同時にソースコードを誰もが見ることがで

きる、そして、自分の国の言語のパージョンを作る、自由に作ってください、と。で、作ったものはや

はり皆で共有できるように、ここに置いて、パブリック・ドメインと言いますが、皆で使えるようにし

ましょう、と。そういうような呼びかけでやっています。

ここにウェブサイトがごさやいます。“h仕p://www.amisproject.org..ここからダウンロード出来ます。今の

ところ残念ながら英語が中心ですが、ここはぜひ日本障害者リハビリテーション協会に頑張っていただ

いて日本語でもアクセスしやすくしていただけたらと思います。

これがDAISYと rAMISJをめぐる、ざっと駆け足で、世界中でどんなことをやっているかということ

のあらましです。他に、これから発展途上国にどんどんDAISYを広げていくという活動も、 rDAISY

For AllJというプロジェクトがありまして、あと 5年以内くらいまでに36か国の発展途上国にDAISY

を広げていくというプロジェクトもあります。既にタイとインドではDAISYは立ち上がっております。

そのように、いま世界中でDAISYは新しく大きな広がりを見せています。以上で私の、最初の切り口

は終わりにしたいと思います。
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野村美佐子

財団法人 日本障害者υハどυテーション協会

こんにちは。日本障害者リハビリテーション協会・情報センターの野村と申します。

先ほどお話しいただきました河村さんは 7月ま h旦盟主旦士~一一一一一一一一一一 4凶2!J

聞屡

で私の上司でした。その下で普及事業をやって

きましたので今後も河村さんのアドバイスを受

けながらDAISYを普及していきたいと考えてお

ります。

DAISYに関する情報というのは、私が担当して

おります DINF(障害保健福祉研究情報システ

ム)、正式名称は“DisabilityInformation 

Resources"というウェブサイトにあります。こ

こは障害者関連の情報が入っているのですが、

特に“情報アクセス"というところに力点を置

きまして、色々な障害者の方がどうやって情報

を受けていくのだろうか、どうやって情報を提

if竃;望袖耳温量的掴函・&・mT'II ご

情報へのアクセス infu門市出n

-霊室担""'"鹿1iI2lI!皿1.~!l二王よヱニZ盃1.ØalL!!.!.瓦=霊"
4盤"-'!t!幽F'J~:! _刷出向判ヌオー女合芳一づ 川町品泊凶

oow.μ2.a 
著作捕の問題 曲即時hl一回 N・m

唖出臨闘…TUROIa刷出掛川、づ一一一
蓋緩怠Z盤

(※ 1 情報のアクセス問題)

ニゴ
f 下 i.，-i~-.1o，ト ー

供したらいいのかとか、そういった情報をDINF http://www.dint.ne.jp/doc/japanese/access/index.html 

の「情報のアクセス問題J(※ 1 )というカテゴ

リーのなかで紹介をしています。例えばディスレクシアに関する情報を外国から収集して翻訳して掲載

しでいるわけです。 DAISYの関連情報として見ていただければと思います。

それから先ほど申し上げました、国連世界情報社会サミット(※ 2)も頑張って、本当は英語なのですけ

れども日本語に訳してDINFのウェブサイトに掲載しておりますのでぜひ見ていただければと思います。

尚、国連世界情報社会サミットは 12月10日から 12日にスイスで聞かれ、河村さんは障害者のコミュ

ニティのフォーカルポイント(代表)として出席します。 DINFにもその情報が掲載されることになり ま

すが、来年の 1月30日(金曜日)に国連世界情報社会サミット報告会を開催いたします。こちらにお

住まいの方は少し遠いですが東京に来ていただいて、最新の情報をぜひ聞いていただければと思います

のでよろしくお願いします。

さて、 DAISYの話に入ります。

私どもは認知・知的障害者を対象としたDAISY

の普及に携わり大体3年になります。基本的に

はDAISYというのは視覚障害者のために始まっ

たシステムなので、多くの人はDAISYと聞かれ

ると、「ああ、視覚障害者の録音図書ですね」と

おっしゃる方がいるのですが、今、私達が頑

張って普及しようとしているのは認知・知的障

害者を対象とした“マルチメディア DAISY"な

んですね。

視覚障害者のための音声だけのDAISYは、それ

がさらに発展・開発が進み、認知・知的障害者 (※ 2 国連世界情報社会サミット)

d創五j.. 

ゴ
.， ~;，.，-:玄'"細目白ー

にも有効であるということでマルチメディア http://www.dint.ne.jp/docfJapanese/prompt/wsisindex.html

DAISYの普及が始まりました。 2年前ぐらいか

らLD学会の方にも出席させていただきまして、普及活動に努めています。なかなかうまくいかない面

もあるのですが、教育関係の方々に、 DAISYをどうやって制作するか、実際に当事者がどう感じるの
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か、どう使ってもらえるのか、そういった研究開発をずっと行ってきました。そして今年が 3年目にな

ります。その 3年目の成果をここで発表したいということで今回のシンポジウムになり ました。

まず、 DAISYというものをご存じない方、手を挙げてもらっていいですか。……あ、 何人か知らない

方がおりますね。 DAISYの正式名称は“デジタル・アクセシブル・インフォメーション・システム"と

いいます。昔は“デジタル・オーデ、イオ・ベースト・インフォメーション・システム"といいました。

音声だけの録音図書からそれがマルチメディアになって誰にでも使える情報提供システムということを

意味しています。

DAISYというのは、音とテキストと絵が“シンクロナイズドされる(同期される)"と言いますが、同

時に見ること、聞くこと、読むことが出来ます。この 3つが一緒になるこ とによって、様々な障害者に

役に立つのではないか、認知・知的障害者にとっても役に立つのではないか、というととで、マルチメ

ディアの DAISYシステムが作られました。では、ちょっと見ていただきたいと思います。

スヱーデン LL(かんたんによめる本)出版]
盟国

DAISY録音図書 赤いくつーある愛の物語ーを

DAISY( LpPlayer)で再生ー

(音とテキストと絵がシンクロしている)

(再生されている音)赤いくつ ある愛の物語

ビヨーン・アーペリン、ロッタ・ソールセン

[赤いくつーある愛の物語

昭事帰野，o:..;--z:需iIi"，!;U!-I.~ ~41 '一日ぜ

「私はサンダルをもう取り替えたの。」アンネリーは

言った。

もう怖くはなかった。

「私、サンダルは欲しくはなかったの。わかって

ちょうだい、ママ。私はもう大人なの。自分で決め

たいの。」
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ママはおどろいていてアンネリーを見つめた。

アンネリーは、ハイヒールをはくと、なんと大人の

女性に見えるのだろう!

ママはわかった。

「ごめんね、アンネリー。あなたはもう大人になっ

ていて自分で何でも選べるのね。
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これはスウェーデンの本で知的障害者の女の方が主人公です。それを私共で訳しまして、テキストにし、

絵をスキャナで取り込み、マルチメディアの DAISYの絵本を作りました。とれはスウェーデンでわか

りやすい図書・やさしい図書という基準で製作されておりますので、私共もやさしい言葉で翻訳をし、

これを DAISY化いたしました。

とのDAISY録音図書「赤いくつ」を再生しているソフトは、 “LpPlayer"と言います。現在は目次が見

えないようにしてありますが、このようにすると目次が左側にでてきます。この目次は自由にページか

らページにとぶことができます。この機能をいかしますと、辞書のような厚い印刷物でも自分の好きな

ページにとぶことができるというのが、 DAISYの特徴の一つになります。それからこの目次というの

は、もしうるさいなと思った方は、今のように隠すことも出来ます。

それから、もうちょっと字を大きくしないと見えない、または見にくいなーという方もいらっしゃると

思います。その場合はフォ ントサイズを変えることが出来ます。たとえばこういうふうに大きくしたり

小さくしたり調節することが出来ます。それから、人によって、ゆっくり聴きたい方や早く聴きたいと

思う方がいらっしゃいますのでス ピードも変えることも出来るようにしています。

DAISYは、こういった特徴のあるソフトですけれども、さらに開発し、もうちょっと違う機能があれ

ば、キーボードを使わなくても使えるんじゃないか、とか、視覚障害者のために点字デ‘ィスプレイ、わ

かる方いらっしゃいますか、点字が浮き上がってくるものなんですけれども、そういうものとつなげれ

ば、視覚障害者も読めます。それから、例えばこういうジョイスティックをパソコンにつなげ本を読む

のが辛いと，思っている人が、こういうものを使うことで、ちょっとゲーム感覚で聞くこともできる。本

に注意を惹きつけることができると考えまして、そうやって作られたのが rAMISJなんですね。これ

は先程の LpPlayerというソフ トがベースになりまして、 AMISというプレーヤーができあがりました。

ちょっとお見せします。

あ、少し準備に時間がかかるようです。私どもは先ほど申し上げましたように 3年間、認知・知的障害

者のための DAISYということで、普及活動の中で、私たちはいろんな地域、 北海道から九州、鹿児島

までいろいろな所を訪れ、教育関係者またはLDの親の方たちを集め、 DAISYをどうやって作ればいい

んだろうという、作り方を勉強していただきました。大体 3日聞かかります。その中でテキストの作り

方とか、絵をどうやって取り込んだらいいかとか、そういったことを勉強していただきました。

その中で、作ったものをどうやったら様々なユーザーの方が使えるのかということで、 AMISがうまれ

ました。そろそろ AMISが立ち上がってきたようですのでご覧下さい。

[パースデーケーキができたよ 1 出版:ひさかたチャイルド]

:一一一一一一一一--ii'i!iilO
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l-DAISY録音図書「パースデーケーキができた
よ!ー」を AMISで再生ー
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11 

12 

13 1 

132 

li @ @;刊 ::j d~

(音とテキストと絵がシンクロしている)

(再生されている音)パースデーケーキができたよ。

作・絵 くぼりえ
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今日はりえちゃんのおかあさんのたんじようび。

りえちゃんはおねえちゃんにてつだ、ってもらって

ケーキをつくることにしました。

じぶんたちだけでつくってび、っくりさせたいので

す
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叫 ケーキのざいり ょうを探しています。

「こむぎこ、さとう、たまごに……J)

(再生一時停止)

AMISは、簡単に作られていますので、多分パソコンが苦手だと思う人も使うことができるし、タッチ

パネルをこのようにつなげればこうやって指で触れ動かすことも出来るので、障害によってパソコンの

キーボードを押すのが不自由だ、ったり、嫌だな、と思う方は、 AMISの画面の下の操作ボタンを押せば

色を変えたり、フォントも変えることができます。

文、パソコンの知識が少しあれば、ホームページがおわかりになる方はご存じかも しれませんが、スタ

イルシートというものを変えることにより、大きさ、色、をニーズに応じて作り替える ことができるわ

けです。ちょっと知っていればそういうこともできます。

それから視覚障害者のピンディスプレイ、点字、モニターがあれば拡大文字もできますので、弱視の方

にも使うことが出来ます。

コアのプログラムが一つですが、それを付け加えていくことで、いかようにも使うことができるという

のが、 AMISのミソになります。よろしかったら使ってみて下さい。

この情報に関しては、先ほど申し上げましたウェブサイ ト

(http://www.amisproject.org/ [英語]、 http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/access/amis/home.htm[日本語J)

にあります。



では先程の AMISの続きをご覧下さい。
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-DAISY録音図書 パースデーケーキができた

よ!ー をDAISY( AMIS)の再生ー

(音とテキスト と絵がシンク ロしている)

はい、以上、 AMISをお見せしました。今、お見せしたのは再生用ソフ トでしたが、 DAISYには制作す

るソフトもあり私どもでも時々、研修会を開催しております。

今後、皆さんそれぞれ関わる人たちのニーズに合わせたDAISYというものはどういうことかというこ

とで、今後さらに研究開発を進めていきたいと思いますし、 LD関係の方々、お母さん方、 一回自分で

作ってみたいなという方は、ぜひ私どもが行う研修会に参加していただければと思います。
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堀田広子

NPO法人 EDGE

こんにちは。 NPOエッジ会員の堀田広子と申します。よろしくお願いいたします。

私は LDの中心であります、読み書きに困難を持ったディスレクシア児がDAISYに出会って本が読め

るようになり、自分自身で前向きに進んでいけるようになったことについて発表することになって、

DAISY仕様で自分のことを一部作成しています。ちょっと勉強中なのでうまくいくかどうかわかりま

せんが、見ていただけたらなと思います。

ー堀田氏制作 DAISY録音「ディスレク シアに本当に必要な支援 -DAISYによる効果J

を再生ー(音とテキストと絵がシンク口している)
四日4・filjlþ>>.l<ol':~~抽 .. 

..，・工..ーアド-~..... ミ&‘今~ ~崎.:r.， ;ピ→ユ

fゴー 句 "7;': "・・';.Xl‘
.明同夜明用 ディスレクシアに本当に必要な支媛

』、 r..~ I !' V; 1; ~~. ‘1m ~-J- ~t' r;~'." r • ~ー‘守、.
司~'!'Il・

‘ ~ • ~ 1 ~ マ角

oc ~， (，'_、'"

ディスレクシアに本当に必要な支媛

-DAI$Yによる効果~

圏 ( (再生されている音)

ディスレクシアに本当に必要な支援-DAISYによる

守 4ト・ '.川 U、( NIリ 11)1.，1'1"'.・1

効果ー堀田広子 NPOエッジ会員。

1.ディスレクシア児・者の辛さ

1.， 喝 ÁI ，'，.，，/t:t，~一寸i (1)す 、

1.1 ! /.' '. "¥ ，;::. ，~~ 

.伺"，-"，~，1 l_，t， '，( 

1'! 1~ t'"宵内ーを 1内'寸

汁‘，~

~' 'H !: ':~ゅ f. ，.

? IIλレフJJ'~'..!のúblJ)叫んIl)ハlf:VJ

r.， 、E勾n;.::守包晶司

'Jr今ゆ有 k目、守、

lゐ ...<<(1・.."
予 0' ~ .. 瓦崎 宵了

(1)本人が気づいていない。 (2)周りからはわからな

い。(3)義務教育の平等?? ?不平等!(4)傷つく

言葉。 (5)相談場所がない。)

(再生一時停止)

本を読むこと、字を書くことに困難のある辛さは、本人でさえわからない。他の人からは見えないとい

う困難さがあります。見えないことに対して日本の学校の教育はとても厳しいことがあります。

皆一緒であるべき。それは、授業の受け方とかテストのやり方です。困難を持つ子はその時間はどうし

ているのでしょうか。子どもはじっとガマン。忍の状態で時間がすぎるのを待ちます。とても辛いと思

いませんか。

困難さが外から見えないために、理解どころか傷つく言葉を心ない人から浴びせられて、心を深くえぐ

られ、心身ともに傷ついてしまいます。とても辛いことだと思います。

それについて、どうしていったらいいかと、いろいろ考えた中で、放っておくということもできません

ので、いろいろ調べていくうちに出会ったのがこの DAISYです。

ー堀田氏制作 DAISY録音「ディスレクシアに本当に必要な支援 DAISYによる効果」

を再生ー(音とテキストと絵がシンクロしている)
回一…一…必需 脚

?バ‘ 1Ir_.，. :Dールミふ.;-)レーラ.;. ....孟! ;~~rl: 陥 包
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!'.¥l':'I: I害時2・
: ~DI.~.!! ~:' .::;Ct{ C'7句、池さ宮町

国~戸手ヨ .!~.~ ' ~， μ 僻トト 'いき T

1'<'.7; 勾ザヲR・4旬

広 ・0 畠、J~ 勺Lえ句ト H官1
. .ト+

'!:マ :U JAi~r.， ド f ・ t;r;， ・.-

!:I~'・、n!:"".1 ピ r(jW 字~~-と;1>;

‘~.T司 '":;'.1ニ;.1'モ‘そ・覗

'I&V'I'，"'n占

-.弐..路

!? Aφv  
I ~ '"・r匂淘:"'!f， .... ，~剛 \1 .0 ，

trn;;J ((再生されている音)

2. ディスレクシア児の読みの味方 DAISY

(1)読みの困難を経験する道具。(2)字が大きく見やす

い。 (3)読んでいるととろが黄色く反転(ハイライト

表示)(4)漢字の読みが正確に入る。 (5)子どもの好き

なPCでの学習方法。

(6)周りの目を気にせず自由に学習ができる。 (7)本

が、だんだん読めるようになったこと。(読む楽し

みを知る。)気づいた喜び。)

(再生一時停止)
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本を読む困難さがあるディスレクシア児にとって、文字からの情報が入らなければ、それに代わる方法

で情報を入れることができれば何も問題がないと，思います。その方法の一つがDAISYの活用です。

DAISYは本を読む困難さを軽減してくれる道具です。そして何よりも、生き生きとした学校生活を送

れるようになるのです。 DAISYによって学校生活がどのように関係するかと不思議に思われると思い

ますが、いままで一日中理解できない授業だ、ったのが、 DAISYを使うことで少しずつ授業に参加して

いくことができます。わからない内容がいつも頭の上を通りすぎる状態から、 DAISYによって耳から

の情報を入れることによって、「あ、これはなにか聞いたことがあるな」、「あ、これはわかるわかる」と

いう感覚を身につけさせることで、いろいろな場面で良い影響が現れると思います。

そして何よりもよかったことは、本を見ること、文字を見ることに対して拒否反応を起こしていた子ど

もが、 DAISYを使ったことで本がだんだん読めるようになったことです。

今、映っているハリーポッターの本なんですけれども、これは全部読めるようになりました。そしてこ

の本を教科書よりも大切にしていることです。

このことに対して、本を読めることになって、自分自身、「あ、読めるようになったんだJという気持

ちに気づくようになりました。これが子どものセルフエスティームを高める第一歩ではないかなと思い

ます。

-堀田氏制作 DAISY録音「ディスレクシアに本当に必要な支援-DAISYによる効果J

を再生司(音とテキストと絵がシンクロしている)
盈彊星島四~-謹帽院理留明富田島断.祖& 盛璽密盟国語 ((再生されている音)7....~~.tiì t1!，.-!'~叩吋恥""-時間叫

戸すτττヲτ写了日弓百百「山一一一…N ……一一立す均支じおヲ'''õj~. .r;r.::.lァ一一一一一ー . 
I...J捗唱;'1.';ν'民容窃>;;d"右受 i

3.ディスレクシアへのサポートi プ 51二12J1 みト~~~~~~~ 1': I \D~'，.Q.コ可思
|コ?岡，，:~1， ~~;~I.~:l OiE!lF;tntYC):ltjg 

(1)早く見つける事 (2)正確な情報の発信 (3)必要13糊耕輔持!叩棚仇料相
筒、 γ、6九へ ".'".j ゆOヰ，.;yの活則

な時期に必要な支援 (4)DAISYの活用。)
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..，. /-{スレケシアのザかフ

~溜外自身引当L喰宮間!6

b幽コ《いる入〈変位されている方へ
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(再生一時停止)

他の部分で発見できた子どもたちは一時的なサポートはされていますが、しかし担任の先生が替わるた

びにお願いに行き、理解してしてくれる先生だったらいいのですが、それも限界があります。しかし、

発見できなかった子ども、気づかない親の子供はどうしたらいいのでしょうか。

ディスレクシアの子どもにとって一番辛い時期は小学校の高学年から中学校の3年間だと思います。そ

れまでに子どもが傷つかないよう、国や都道府県、幼稚園、小学校、中学校、高校、大学が連携をして

サポートしていただかなければ、何十年たっても傷つく子どもたちが減ることなく、反対に増えると思

います。

年齢が上がるにつれて、周りとのギャップで自分自身に嫌気がさし、深刻な問題が、これからもなお引

き起こされると思います。そうならないための支援がこのDAISYの活用だと思います。



ー堀田氏制作 DAISY録音「ディスレクシアに本当に必要な支援 DAISYによる効果」

を再生ー(音とテキストと絵がシンク口している)
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((再生されている音)

4. ディスレクシアの力

拓。)

(再生一時停止)

(1)自分自身で将来を開

自分自身に必要なサポート道具を持つことで、自

分自身で将来を考え、そして開拓していき、力を発

揮することができると思います。そして私は、その

「できる力」を秘めていると思っています。

ー堀田氏制作 DAISY録音 「ディスレク シアに本当に必要な支援 -DAISYによる効果J

を再生 (音とテキス卜と絵がシンクロしている)
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( (再生されている音)

5.困っている人へ、支援されている方へ

(1)具体的なサポート DAISY0 (2)迷わずに

DAISY! !) 

(再生一時停止)

すみません、なんかコマーシャルみたいになってしま うんですけど。

いま、自分のお子さんとか学校の先生方、生徒さんが読み書きで困ってるなと思われる方は、ぜひ

DAISYをお勧めいたします。

ディスレクシアにとって、他の人から分らない、本人自身もよく 理解できないこの困難さは、大人の力

を必要としています。そのためにも、まずは、何も言わずに DAISYを使ってみるといいと思います。

39 



40 

-堀田氏制作 DAISY録音「ディスレクシアに本当に必要な支援ーDAISYによる効果」

を再生ー(音とテキストと絵がシンクロしている)

6.未来へ

(1)固から具体案。(例 DAISY活用、道具など)を!いすばらしい人材を埋もれさせないで。)

(再生終了)

未来のあるディスレクシア児に対して、早急にサポート体制を、国を挙げて取り組んでいただきたいと

思います。それで、二つの提案を言いたいと思います。

今の小学校、中学校は義務教育なので、そこでいただいている教科書のDAISY化。そしてもう一つは、

学校のテストのDAISY化です。教科書のDAISY化は、全生徒が学校の図書室、各教室などで借りて授

業で使えること。そして家庭の予習、復習にはDAISYの配布の義務づけを提案いたします。教科書の

DAISY化については、いますぐにでも実行していただけると思います。

必要なサポートを、必要な時期に。特殊支援教育の一つだと思います。

ありがとうご、さやいました。



田中裕美子

E際医療信託大学

国際医療福祉大学の田中でございます。私の専門はもともと子どもの言語発達とか、子どもの言

語発達障害が専門で、しばらく特異的言語発達障害をやっておりましたが、だんだんその子たち

が学童になって、今度は読んだり書いたりするのが難しいということを併発するという症状を見

まして、私も読みの問題というのをやらなくちゃいけないなと d思っていたところに、まだ 1年

たっていませんけれども、 DAISYのお話をしていただきました。

実は、私自身、読み障害を一番最初に学んだのがアメリカでした。日本語というのは言語学的に

はディスレクシアが出にくいという、客観的なデータが出ているということです。日本で、はデ、イ

スレクシアという言葉はず、いぶん表に出てきたんですけれども、実際そういう子ってどんな子だ

ろう?ディスレクシアも含めて日本における学習障害の子どもたちって、どんな子をいうんだろ

う?というのを一番疑問に，思っておりました。 3年前から聞かれたんですけど、日本で。

それで現在、普通の学校にお願いして、非常に寛大な学校なんですけれども、スクリーニングを

させていただきました。 2年生全員をスク リーニングをかけてその中で、こういう読みの問題を

持っている子を、通常学級なんですけれども、見つけることから始めました。その子たちも紹介

しながら、今、私がDAISYをこれから使っていくとしたらどういう方法があるかということを、

まだ理屈の上ですけれども、 考えていることを皆さんに話したいと思います。ですから、「こう

いうふうに役立ちます」という話にはならないんですけれども。

まず、最初私がDAISYの話を聞いたときに、それからしばら く考えてこの図(田中プレゼンテー

ション資料「読みの問題の原因と DAISYJ参照)を考えついたんです。 実は、地球上、全世界で

字が読めない、書けない子ってたくさんいるんですね。その原因の一番大きなのが環境とか教育

なんです。学校がないとか学校があっても貧しくて行けない。それで読んだり書いたりできない

子ってたくさんいるんですよ。その次にディスレクシアとか学習障害も入る、高次脳機能障害。

それから知的な低さがあって字が読めない。

あの トム・ クルーズもというところから始まって、 PがDに見えたり、 MがNに見えたり、視覚

性の問題。そういうふうに字が見えるから、そういうふうに字が読めないんだ、あるいは読み間

違いをするんだということが非常に主流だ、ったんですけれども、ここ十年ぐらい、英語圏では視

覚性の問題というよりは音韻性の問題、言語の中の音韻性の問題がある。その音韻性の問題は、

たとえば「サクラJという言葉の中に音がいくつ入っていますか。「サ」と「ク」と「ラj と3

つ入っているってことがわからないと、それぞれひらがなで表せないわけですね。そういうふう

に音韻性の問題だというふうに、 今、捉えています。

失読症は、ディコーディングに問題が出て、音韻性に障害がある。ですから読ませると、読みの

正確さ、ちゃんとしっかり読めないんですね。あるいはすらすら流暢には読めない。だけど、いっ

たん聞いたりある程度飛ばし読みでも、内容はすぐ分かるんですね。これがディスレクシアの典

型的というか、純粋なデ、ィスレクシアの特徴と言われています。

もう一方に、言語・学習障害という子どもたちがいます。これは、そもそも幼児期から言語の発

達が遅れていたり、話し言葉の発達障害があるんですね。学校に入ると、さっき言いましたよう

に、読みの障害も併発するということがあります。

この子たちは、残念ながら実はテ、イ コーディングの問題もあるんですね。それと、今度は内容の

理解もうまくいきません。この子たちの方が二重苦を背負っていて、私は日本語はテ'ィスレクシ

アは少ないけれども、下のタイプは多いと思います。 実際。

それで、今それぞれの子どもたちのタイプ、たまたま先ほど言いましたスクリ ーニングをして、

見つけてきたんですけれども、その中でわかりやすい子どものビデオを見せます。この子(生徒

A) が失読症、小学校 2年生の夏休みです。通常学級にいます。
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ビデオ

田中氏:rこれ何て読むの?J (rあj の文字を指差して)

生徒A:rうえ」

最初、「うえJって言いましたよね。あんまりひらがなが読めないんですね。でも文字を提示さ

れて、何か読んでごらんと言われると、声を出そう、出すものだとd思っているので声が出るんで

すけれども、非常に不正確です。

ビデオ

田中氏:r次は? これJ(rきっぷJのかな言葉を指差して)

生徒A:rき、つ、ねJ)

これ、いま下にテロップが出ているのは、読んでいる文字です。これはK-ABCという検査で

す。 1ページ目。

ビデオ

田中氏:rこれは?J (rきょJのかな言葉を指差して)

生徒A:rき、よJ

次のカタカナはぜんぜん読めません。次の漢字も。ですから 1ページで終わっちゃったんですね。

今度はちょっと酷でしたけど、文を理解してもらおうとしました。。

ビデオ(rくちをあけなさい」の文を読ませる)

生徒A:rう、ろ、わ、あ、け、け、け、わ、う、ろ、わ、あ、け、わ、き、いJ

田中氏:rできた? ちゃんと読めるじゃんJ)

だからこの子は、ディコーディングに問題があって、文字を音に替えるんですけど、一生懸命意

味を考えながら読むから、余計時間がかかるんですが、基本的には意味がわからない。だから次

のページはやらないんですね。でも、一生懸命取り組んでくれると思うんですけど、小学校2年

生の、これ夏休みなんですけど、この段階でここまでひらがなが読めないんです。先ほどお母さ

ん(堀田氏)がおっしゃっていたように、教科書を全く読もうとしません。授業中はずっと、皆が

音読しているときは全然、違うことをしたりしているそうです。

このスクリーニングの結果が出るまで、担任も変だなとはd思っていましたけれども、よくわから

なかった。なぜかと言うと、授業中、聞いて分かるから。すぐ手を挙げるんですって。授業中の

反応はすごくいいわけです。だから、むしろ出来るんですね。内容をよくわかっているから。だ

から、何か変だなとは思いながら、まさか失読症だとは思わなかったといって。今回この子をど

うするかということに取り組んでいったわけです。

次、この子(生徒B)は、言語・学習障害の一つのタイプだと思ってください。 4年生の 3学期

になっていたんですが、ほとんどひらがなが読めない。うまく読めません。だけど、読んでもらっ

たら、しぶしぶいい子だから読んでくれるんですけど、声が聞こえないようにしてボソボソする

から、録音できないんですね。そのボソボソを聞いてほしいんですけれども、みーちゃんが出て

くる「はじめてのおつかしりという、非常に簡単な聞きの2ページを読んでもらいました。

ビデオ

田中氏:rじゃ、ちょっと読んでください」

生徒B:r ……(ポソポソ J)



さっきの子よりはまだ、音をテ。イコーディングするのにあまり問題がないように聞こえますが、

正確には読んでいないんですね。助詞をとばしたり言葉をとばしたり。この後、主人公の名前が

間違っています。それから主人公が何を買いに頼まれたの?って言ったら全然わかっていなかっ

た。

ですから、ディコーディングも一応やっているんですけれども、中身が全然わかっていないわけ

です。ということで、私は言語・学習障害のタイフ。だ、と，思っています。

今のああいうタイブの子は、絵で判断しているんですね。だから、絵を見て質問に答えたりする

から、絵に入っていないものはなかなか質問に答えられないし、私がこのタイプで一つ覚えてい

るのは、"ありの行列"という単元(ありは何故、エサと巣の間で正しく迷わずに行き来すること

が出来るのかを説明した単元)がありましたよね。ご存じでしょうか。ありがひとつまみの砂糖、

ウィルソンの実験で教科書の下に絵が書いてあるんです。ありの行列があって。で、教科書の大

きさはこんなんで、砂糖はこうなんですよね。で、このタイプの子と一緒に読んでて、「ひとつ

まみJって砂糖が出てきて、「ひとつまみの砂糖ってどのくらい ?Jって言うと手でこうするん

ですね。これが教科書の絵なんです、最後の。だから、一つは言語発達障害の場合は、語葉もちゃ

んと入っていないということなんですね。

ですから語葉の問題もあるし、ディコーディングの問題もあるし、それで結果的に文の理解が上

手くいかない。

大きいと、ちょっと単純すぎるんですけども、読みのプロセスの中に、音と文字を変換するデ、イ

コーディングのプロセスと、それから文を理解する 2つの側面に分けて、それで今の失読症を考

えますと、文字と音の変換は非常に苦手だけれども、文の理解は問題ないんです。ところが、

LLD、言語学習障害の場合は、ディコーディングでまあまあなんとか回るんですけど、両方持っ

ている子がいる。で、文の理解もうまくいかない。こういうふうな整理ができるんじゃないかな

と、いま考えています。

このような整理をした上で、ではDAISYをどんなふうに活用τ怠るかなと考えたときに、この

読みのプロセスについて、本当にこの2つというのはそれほど黍離するもの、別々のプロセスな

んだろうかということを、少し考えるために、私は他の子どもたちに、そのスクリーニングに

引っかかった子どもたちに色々やってもらってわかったんですが、この子(生徒C)はディコー

ディング、音と文字の変換に問題がある。非常に難しさがあります。

ビデオ

生徒c:rこ、の、さ、か、ちいさな、ち、り、お、お、こう、か、き、お、お、……」

読んでもらうのが本当にかわいそうな。 2行くらいしかまだ読んでいないんですけれども。次、

同じところをこの子(生徒D)が読みます。

ビデオ

田中氏:rこの小さい魚が大きな魚のなかにj

生徒D:r入ってねJr入っていくのを見ると、びっくりしていますJ)

この2人を比べると、最初の子(生徒c)っていうのはすごく読むのが大変で、読みに問題があ

るように見える。こっちの子(生徒D)は、まあ漢字が読めないところもあるけれども、 2年生

だったら ζのくらいの子はいるから大丈夫かなと一般的には思うんですけれども、内容の理解を

見た時に全く逆だということがわかりました。
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ビデオ

田中氏:rそれで、ワケベうってこの写真の中のどれかなJ

生徒c:rこれJ

田中氏:r何してるのかなJ

生徒c:rえーと、魚を、きれいに掃除しているJ)

これ、正解なんですね。小さな魚が口の中に入ってお掃除をしてるというのが、あのとつとつで

読みながらわかっているのがまた逆に不思議なんですが。今度は、比べるとまだ上手に読んでい

た子どもです。

ビデオ

田中氏:rホンソメワケベラってこの写真の中のどれ?J

生徒D:rんJ

大体、名前からして変になってる。中身をあんまり読んでない。

ビデオ

生徒D:rこの小さい魚」

田中氏:rじゃ、ホンソメワケベラは何をしているの ?J

生徒D:rわかんないJ

田中氏:r入っていくの? 入ってどうするの ?J

生徒D:r違うな」

この子は写真で判断しているんですね。口の中に入っていて、でも入ったら食べられるしなと考

える。だから読んだ中身とぜんぜん関係ないことを考えているんです。ですから、ディコーディ

ングと中身を理解するということは、ある程度独立しているという可能性があるなと。違う子で

すけど、こういうような状態を見ました。

それで、失読症についてもうちょっと問題を整理しますと、言葉、言語というのはいくつかの構

成要素からできています。それで、失読症はその言語の構成要素の中の音韻の部分に問題がある

んですね。あとの意味だとか文法だとか、ディスコース(談話)、あるいはプラグマティクス(語

用)の側面は基本的にオッケーなんです。ここで彼らは理解をしているわけです。ですから、音

韻のところのディコーディングがうまくいかない。こういう比較的独立したところで障害が起

こっているということが言えます。

そうすると、 DAISYをこのディスレクシアに応用した場合、 DAISYがこのディコーディングを

保障するというか、代わりにやってくれて、言葉の認識、そして意味理解に結びついてくれる。

そういうふうな図式が成り立つかなと。

ですから、ディスレクシアの人が自立した内容理解をDAISYが支援していくことが可能だろう

と思います。

ただ私たち、言語の障害、発達障害とか言語の指導をする者にとったら、この出来ないディコー

ディングはどうするんだと。乙の子たちはここに置いておくのかと。実は、アメリカでは英語を

指導します。指導方法があるんですね。音韻意識って、最近言葉がでていますが、音韻意識の指

導。それから日本の場合はたぶん、意味との関係を使ったりとか、いろいろ方法はあると思うん

ですけど。

こういう DAISYを使いながら、私はやっぱりここのアプローチもしていくというのが、子ども

への指導じゃないかなと考えています。

で、言語・学習障害の場合ですけれども、さっきと同じようなプロットを使いますと、彼らは言



語のほとんどの構成要素でうまくいかないんです。ですから、理解もディコーデ、イングもなかな

かうまくいかない。

そうするとDAISYの利用法としてどうかなとd思ったら、まったく同じなんですけれども、実は、

この子たちは、ディコーディングもそうなんですけど、もっと意味理解を助けるような語葉だと

か、文脈問の推理だとか、言葉による概念形成とか、そういうところを助けていってあげないと、

実際に読むことが彼らのプラスにはつながらない。

ですから読むという作業そのものを DAISYに何かプラスをしていかないと、この子たちの意味

理解にはなかなかつながらない。むしろ難しい子どもたちだなと考えます。

最初に言いました、 80人の小2の子どもたちをスクリーニングして、 10人引っかかりました。そ

のうちの 1人がディスレクシアで、あとの 3人が学習障害。言語発達障害って、話し言葉の方の

遅れはあるんですが、読み書きの問題はでていないとか。あと境界線知能という子どもも。こう

なると、 6%というのは嘘じゃないな、通常学級にいるな、数字が合っているなという感じです。

ただ、 DAISYにプラス、では私たちに何がしてあげられるかなというのがこれからの課題だと思

います。今日の話をまとめますと、少なくとも、読んだり書いたりすることには2つのタイプが

あるだろうと。で、読みのプロセスの中でディコーディングと内容理解というのは比較的狙立し

ているんですけれども、DAISYは主にそのディコーディング部門から内容理解を促進するという

のが大きな。簡単に言えばそういうことだと思います。

ですから、それプラス、人間が何を、あるいは先生が何をしてあげられるかというのが、今後の

検討点だなと思います。
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読みのプロセスとDAISYの活用

一読み障害(ReadingDisabilities)の

サゴタイプ化からー

日本LD学会第12回大会

2003年11月23日

国際医療福祉大学

田中裕美子

読み障害(RD)のサブタイプ
(Catts and Kamhi， 1999) 

(1 )失読症(Dyslexia)

・文字を音に変える(Decoding)ことに問題が
顕著な読み障害

-読みの正確さと流暢性に欠けるが、内容の

理解は良い

(2)言語学習障害(しanguage-based
Learning Disabilities:ししD)

・言語発達障害を根底に持つ読み障害

'Decodingと内容理解の両方に問題

失読症(Oyslexia)

言語の構成要素 読みの2つのプロセス

す古 /合
、、 ‘d

- 長~~"";.... ‘ュ 司園町内Z 人 J 文字一音の変換 ;
竺 ロー ........，.-.---い‘・・、 (De∞ding) 

3 

/¥世 5
合

読みの問題の原因とDAISY

*ディスレキシア
言語学習障害

ADD/ADHDなど

読みの2つのプロセスと
読み障害(RD)のサブタイプ

読みのプロセス

サブタイ 音一文字変換 )(の理解
-70 (Decoding) (Comprehension) 

失f託痕 十

LLD +/一

2 

4 

DyslexiaへのDAISYの活用:自立した内容理解の支援
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言語学習障害
(Language-based Learning Disabilities:LLD) 

言語の構成要素 読みの2つのプロセス

ずr
-ti 

!;枇 ::1里?一一J、
ー----.

/ ¥¥・，. 文字一音の変j主 l

合
¥ (Decoding) 

まとめと今後
1 高次脳機能障害による読み障害には失読

症と言語学習障害としづ2つのサブタイプが

ある。

7 

2 読みのプロセスには、 Decodingと内容理解

が含まれ比較的独立している。

3. DAISYは主にDecodingを助け、内容理解

を促進する。

4. DAISY活用による支援に加え、 Decoding、

意味や統語の言語指導などタイプに合わせ

た治療教育を今後検討する。 9

LLDへのDAlSYの活用:自立した内容理解の支援

8 
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